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7ヽ 幸風 第 51号

第27 総会 0懇親会=7月 14日 (土 )
あの青春を再び ! ぜひ誘い合って
久しぶりに楽しい集いを持ちましょう !

当番幹事79期の同期の方々、また前後の皆様のご協力を !

―
出欠のご返事は6月 30日 までによろしく

―

平
成
十
三
年
度

関
東
同
窓
会
総
会

・
懇
親
会

日
時
・七
月
十
四
日
（土
）
午
後

一
時
よ
り

場
所

。
東
京
都
中
央
区
八
重
洲

一
丁
目
三

（さ
く
ら
呉
服
橋
ビ
ル
８
階
）

ひ

ょ

う

ご

倶

楽

部

ｏ
東

京

電
話
〇
三
上

三

七
三
―

一
四
〇
九

会
費

・
五
千
円

（年
会
費
の
三
千
円
は
当
日
受
付
け
も
い
た
し
ま
す
が
、

こ
の
会
報
に
同
封
の
振
込
用
紙
に
よ
り
ご
納
入
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
）

議
題

・
平
成
十
二
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
。

・
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
、
予
算
。

・
役
員
の
改
選
。
そ
の
ほ
か

◎
武
村
千
鶴
さ
ん
の
お
話

◎
懇
親
会

武
村
さ
ん
…
６９
期
、
旧
姓
黒
柳
。

細
川
政
権
時
の
大
蔵
大
臣
を
つ
と
め
た
、
さ
き
が
け
代
表
の
武
村

正
義
氏
の
夫
人
。
滋
賀
県
知
事
か
ら
国
政
へ
、
さ
ら
に
は
大
臣
ヘ

と
進
ま
れ
た
夫
を
、
自
ら
も
歯
科
医
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
な
が
ら
、

物
心
両
面
で
支
え
て
こ
ら
れ
た
。
大
津
市
在
住
。

（同
封
は
が
き
に
５０
円
切
手
を
貼
付
し
て
、
出
欠
と
ご
近
況
を

記
入
し
、
至
急
ご
投
函
下
さ
い
。
）

し

新
役
員

一
覧

（案
）

（総
会
で
選
任
ｃ
任
期
三
ヶ
年
）

会
　
長
　
上
杉
　
重
吉

（６０
期
）

副
会
長
　
野
沢
　
正
憲

（６４
期
）

山
梨
　
由
記

（７３
期
）

野
方
　
重
人

（７７
期
）

理
　
事
　
荒
谷
じ
つ
子

（６８
期
）

大
長
　
　
智

（７０
期
）

浦
田
　
　
彰

（７１
期
）

清
水
垣
生
深
津
石
川
高
橋
藁
科
荒
井

監
　
事
　
後
藤
鳥
巣

雅
尚
尚
敬
俊
郎
嘉
和宏

名
雄
千
明
弘
枝ス

ク

（７７
期
）

ヽ
０
０
■
月
′

イ７
ｉ
ハヽ

（８５
期
）

（８７
期
）

（８７
期
）

（８７
期
）

（９０
期
）

（７１
期
）

（８９
期
）

ロ
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静中・静高関東同窓会

会報 第51号
平成13年 6月 20日発行

編集人 上 杉 重 吉

日本 橋 ロ

□

鉄
鋼
ビ

ル

に

に
にコ

丸ヒル

Ｊ
Ｒ
東
京
駅

・JR東京駅の人重洲日から徒歩 5分。

・地下鉄東西線・銀座線の日本橋駅 (A3出 口)か ら

徒歩 2～ 3分。

呉服橋交差点東南角のさくら呉服橋ビル (さ くら

行 )、 エレベーターで 8階へ。

さくら呉服橋ビル

(さ くら衡

“

千)

11新大手國
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７１
…
江
野
＋
雄

篠
原
　
直

″
…
桜
丼
亮
↑

る
…
山
中
Ｉ
司

後
際
弘
枝

市
田
　
彰

誅
口
　
均

―――
梨
山
記

＾̈
）金

融
担
当
■

ｔ
Ｏ
期

・西
沢
純
三
　
“

・鈴
木
弥
円
　
“

・杉
山
栄

一
　

墾

高
橘
真

．

■
杉
イ
之
助

原
崎
進

一

応
原
″れ
史

・
鈴
木
　
浩

野
方
責
人

・

静
岡
高
校
か
ら

二
人
の
大
臣
誕
生

四
月
二
六
日
発
足
の

小
泉
内
閣
で柳

沢

ｏ
総
会
や
同
期
会
な
ど
の
会
合
に

は
億
劫
が
ら
ず
に
出
席
し
、
楽

し
い

一
刻
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ｏ
年
会
費
の
拠
出
者
が
年
を
追
っ

て
減
少
し
、
さ
び
し
い
こ
と
で

す
。
関
東
同
窓
会
の
運
営
も
難

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

関
東
同
窓
会
の
円
滑
な
運
営
の

た
め
平
成
１３
年
度
年
会
費

（三
千

円
）
の
納
入
を
同
封
の
振
込
用
紙

で
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
用
紙
は
会
報
の
毎
号
に
年

会
資
の
納
入
済
み
、
米
納
に
か
か

わ
ら
ず
同
封
し
て
お
り
ま
す
こ
と

ご
諒
承
く
だ
さ
い
．

宛
先
不
明
の
た
め
、
会
報
返
送

が
毎
号
多
数
あ
り
ま
す
。
住
所
変

更
の
場
合
至
急
ご

一
報
の
ほ
ど
順

い
あ
げ
ま
す
。

◎
会
報

の
広
告
掲
載
‥
年
２
回

（
２
万
円
）
に
ご
協
力
を
お
順
い

い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
事
務
局

へ
の
ご
連
絡

は
‥

〒
Ｂ
・饉
　
目
黒
区
■
日
早
２
‐Ｂ
‐１３

山
中
ビ
ル
　
タ
カ
ラ
歯
科
医
院
内

静
中

・
静
高
関
東
同
窓
会

藁
科
名
雄

（８７
知
）

（電
）
０
二
‐
二
七
九
二
十
二
五
人
Ｏ

（月
ヽ
今
の
午
後
―
時
ヽ
８
時
）

イ白

夫・

自
民
、
静
同
三
区
．
衆
議
院
議

員
当
選
六
回

元
金
融
再
生
委
員
長

・
国
土
庁

長
官
東
京
大
卒
．
六
五
歳

ｏ
衆
議
院
議
員
　
村

田

吉

隆

七
九
期

自
民
、
岡
山
五
区
、
当
選
四
回

内
閣
府
副
大
巨

元
経
企
政
務
次
官
、
大
蔵
省
課

長
、
労
相
秘
書
官

〓ス
都
大
卒
、
五
六
歳

菅
沼
　
栄

・
杉
本
久
敬

九
尾
文
治
　
ユ
ー
佐
伯
正
剛

服
部
雅
雄

・
廣
川
　
聡

月
見
里
得
如
郎

・
柴
崎
芳
三

安
東
哲
夫

・
居
初
良
雄

◇
文
部
科
学
相
　
遠

山

敦

子

七
三
期

国
立
美
術
館
理
事
長

元
文
化
庁
長
官

・
駐
ト
ル
コ
大

使東
京
大
卒
、
六
二
歳

民
主
、
比
例
東
海
、
当
選
二
回

元
法
務
政
務
次
官
、
静
岡
県
議
、

静
岡
市
議

中
央
大
卒
、
五
六
歳

５５
‥
相
川
富
±
■

・
法
月
重
雄

５０
‥
清
水
逸
郎

・
萩
原
達
雄

ア
‥
岩
丼
平

一
郎

・
影
瘍
利
邦

”
…
言
本
静
男

・
原
　
淳

∞
‥
ｉ
　
岩
Ｔ

山
本
雅
之
助

ａ
‥
大
石
次
男

２

・
８
‥
木
下
景

一

“

・
“
‥
野
沢
正
一息
　
佐
野
　
旭

“
‥
日
中
悛
男

“
…
朝
比
茶
工
，
，

小
杉
　
弘

・

鈴
木
痰
行

椰
‥
荒
谷
じ
つ
子

‥
古
崎
実
繭

∞
‥
宮
崎
吉
英

・
山
本
龍
男

■
‥
大
高
源
之
丞

・
大
長
　
智

ｏ
衆
議
院
議
員
　
原
田
昇
左
右

五
六
期

自
民
、
静
岡
二
区
、
当
選
九
回

元
衆
院
税
制
特
別
委
員
長
、
決

算
行
政
監
視
委
員
長
、
建
設
相
、

運
輸
省
官
房
審
議
官

東
京
大
卒
、
七
七
歳

＝
各

期
幹

事

一
覧

＝

幹
事
が
変
更
の
場
合
は
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
．
特
に
幹
事
未
定

の
知
は
至
急
選
出
し
て
ご
辿
絡
を
―

ｏ
衆
議
院
議
員
　
牧

人
○
期

“
…
池
田
十
司

“
‥
咸
岡
和
美

′
…
葉
■
名
雄

高
橋
　
宏

ｍ
ｉ
鳥
巣
　
修

９０
‥
荒
丼
■
明

”
‥
山
野
直
文

％
…
岡
村
幸
彦

”
‥
松
野
教
子

％
‥
奥
田
規
之

Ｗ
‥
清
水
智
人

″
‥
小
泉
箪
武

ｏ
参
議
院
議
員
　
鈴

＋小
正

孝

七
五
期

自
保
、
静
岡
Ｂ
、
当
選

一
回

元
防
衛
政
務
次
官
、
防
衛
医
科

大
学
副
校
長
、
防
衛
審
議
官

中
央
大
卒
、
六
０
歳

●
間
東
は
広
く
て
、
中
々
友
人
と
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
．

同
期
会
の
チ
ャ
ン
ス
も
是
非
作

■̈
、

楽
し
い
集

い
を
―

●
餘
事
未
定
の
期
‥
５３
・
７５
・
８８
・
９１
・
％
・
９８
～
“

ヽ マ
丁
甲
”

聖

修

後
・藤
孝
子

・′
藤
廷
司

‥

・酒
井
■
太
郎

・清
本
雅
尚

・

一二
浦
位
道

・命
木
藤
男

・

・■
田
尚
ｉ

・鈴
木
素
明

・

・堀
内
淳
司

・浅
川
■
子

垣
生
尚
敬

ｍ
‥
吉
野
卓
史

一私
原
共
昭

８
…
山
本
雅
政

誅
津
俊
郎

丼
●
慎
吾

石
川
嘉
和

米
澤
宣
行

大
羽
章
弘

細
沢
　
優

開
発
啓
之

‐ヽ

ヽ

ひ
と
り
ひ
と
り
の

ご
協
力
を
ｒ

‐

滋、

鰺
さ
ヽ
Ａ
・一
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五

一
期

関
東
地
区
に
在
住
し
て
い
る
同

期
の
友
が
平
成
１３
年
４
月
３
口
に

四
谷
の
ス
ク
ワ
ー
ル
剋
町
の
宴
会

場
に
集
ま

っ
た
。
今
年
の
出
席
者

は
９
名
、
広
瀬
君
の
名
司
会
の
お

陰
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た
。

席
上
、
本
日
欠
席
の
田
中
賢

一

君
の
寄
贈
に
よ
る

「央
霊
に
こ
た

え
る
会
」
発
行
の

「遺
昔
遺
詠
に

偲
ぶ
特
攻
隊
員
の
心
情
」
を
全
員

に
配
布
し
た
。
戦
後
の
平
和

は
．
特
攻
隊
員
を
初
め
と
す

る
多
く
の
戦
死
者
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い

た
め
に
全
国
民
に
読
ん
で
も

ら
い
た
い
資
料
で
あ
る
。

出
席
者
の
ス
ピ
ー
チ
が
始

ま
る
。
高
橋
君
は
こ
の
３
月

に
左
日
の
大
手
術
を
受
け
退

院
し
た
ば
か
り
で
あ
る
と
の

こ
と
で
、
今
日
の
会
合
の
出

席
に
間
に
合

っ
た
こ
と
を
喜

ん
で
い
た
。
工
越
君
は
去
る

３
月
お
日
に
亡
く
な
っ
た
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
鈴
木
忠
男
君
の

葬
儀
に
同
期
生
の
高
橋
君
と

一
緒
に
参
列
し
た
と
の
こ
と
。

◇
役
員
会

５
月
１８
口

（金
）

８
名
出
席

総
会
に
つ
い
て
打
合
せ
な
ど

・ヽ

仲
間
の
葬
俵
に
出
る
こ
と
は
つ
ら

い
こ
と
で
あ
る
。
渡
辺
功
君
は
今

の
政
治
家
に
愛
国
心
の
な
い
こ
と

を
女
性
代
議
土
の
発
言
を
引
き
合

い
に
出
し
て
残
合
に
思
い
、
こ
れ

は
戦
後
の
教
育
に
責
任
が
あ
る
と

結
ん
だ
。

諌
山
君
は
多
く
の
病
気
を
克
服

し
て
今
は
充
実
し
た
毎
日
を
楽
し

ん
で
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

「
年
寄
り
の
た
わ
ご
と
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
意
見
を
出
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
狩
野
君

か
ら
静
同
の
し
く
な
っ
た
方
々
の

こ
と
に
つ
づ
き
、
近
況
と
し
て
、

お
浅
間
さ
ん
の
桜
が
満
開
で
あ
る

こ
と
、
宮
ヶ
崎

・
馬
場
町
の
通
り

が
ア
ー
ケ
ー
ド
完
成
で
変
貌
し
た

こ
と
、
静
同
駅
南
口
が
開
発
さ
れ

た
な
ど
の
話
が
あ
っ
た
。

司
会
者
の
広
瀬
君
か
ら
は
昨
年

の
五

一
会
の
後
で
し
く
な
っ
た
愛

す
べ
き
論
敵
、
橋
本
祥

一
君
を
偲

ぶ
話
が
あ
っ
た
。
日
下
多
趣
味
の

生
活
を
し
て
お
り
．特
に
ゴ
ル
フ
、

ヵ
メ
ラ
、
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
、

水
泳
な
ど
で
忙
し
い
毎
日
と
の
こ

と
で
結
構
で
あ
る
。
難
波
君
は
出

席
通
知
に
は
体
調
を
毀
し
て
い
る

と
あ
っ
た
が
元
気
で
出
席
し
た
。

ゴ
ル
フ
や
茉
馬
は
や
め
て
い
る
と

の
こ
と
。
会
計
の
林
君
は
相
模
原

市
に
住
ん
で
お
り
米
軍
厚
木
基
地

の
近
く
の
た
め
航
空
機
の
騒
音
の

被
害
者
で
あ
る
。
公
金
で
防
音
工

事
を
し
て
も
ら
っ
た
が
防
音
効
果

は
今
い
ち
満
足
で
き
な
い
と
の
こ

と
。
最
後
の
原
崎
は
昨
年
瓢
筆
し

た
図
書
を
紹
介
し
た
。
記
念
撮
影

の
後
、
検
歌
を
四
番
ま
で
斉
唱
じ

再
会
を
約
し
て
解
散
し
た
。

写
真
は
前
列
左
か
ら
玉
越
俊

一
、
渡
辺
功
、
狩
野
安
彦
．
広
瀬

毅
、
難
波
悦
朗
．
後
列
左
か
ら
林

盛
次
、
原
崎
郁
平
、
誅
山
廉
、
高

橋
達
郎
の
９
名
で
あ
る
。

（原
崎
郁
平
）

そ
の
後
の
同
窓
会
活
動

■́
成
２
年
■
月
～
１３
年
５
月
）

↑
新
世
紀
を
迎
・■

高
ら
か
に
●
敦
を
斉
唱
し
た

２
月
１
日
の
筆
事
会
兼
新
年
会

◇
役
員
会

輌
中
¨
口
に
¨
一̈高
同
窓
会

０̈^一一̈一回一ぃ高会ゴ′　‥

一一一̈̈一一一̈一一̈一一尖̈・”　〈．

へ̈〉̈̈一一̈̈
に・け同・

く
部
員
会
　
．圧
哉
（７１
肛
一

神」
「１鋼Ｗ日
（水́

・名
」
・に，
み」　
．

◇爆
卜̈
詢・‥

◇［銹暑藤た．
軸赫̈̈
肛秘計同窓合

〈〉・制・幸・刹・　ヽあ下同話「）́
，

１３名』脚
（本）

^

．警●
=‐

'亀■
▼

ヨ駿
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静
同
大
人
の
昭
和
“
年
に
入
学
．
空
業
の
コ
年
に
卒
業
の
ｍ
期

の
タ
ク
ト
で
狡
歌
を
四
ス
Ｌま

で
斉

唱
し
て
、
来
年

の
来
会
を
期
し
て

お
開
き
と
な

っ
た
。

（■
間
違
男
）

六

一
斯
５０
回
目
の
記
念
同
期
会

卒
業
後
七
年
を
経
て
そ
の
大
部

分
が
社
会
人
と
な
っ
た
昭
和
二
＋

七
年
春
の
第

一
回
同
期
会
に
始
ま

り
、
以
後
Ｆ
毎
春
四
月
第
二
土
曜

日
を
開
催
日
と
決
め
、
そ
の
後
．

途
組
え
る
こ
と
な
く
、
今
年
二
十

回
日
の
同
期
会
を
迎
え
ま
し
た
。

恩
師
諏
訪
卓
〓
Ｉ

八
十
鳥
実
両

先
生
を
お
迎
え
し
．
葉
う
期
友
約

八
十
名
、
四
月
十
四
日
ホ
テ
ル
ア

ツ
シ
ア
静
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
半
世
紀
に

わ
た
る
同
期
会
を
此
処
迄
支
え
て

こ
れ
た
の
は
、
常
任
代
表
幹
事
加

藤
光
成
君
を
は
じ
め
と
す
る
常
任

及
び
各
年
廻
当
の
幹
事
諸
君
の
お

蔭
と
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

会
は
篠
口
勤
幹
事
の
司
会
に
よ

り
、
代
表
幹
事
１
両
先
生
の
挨
拶
、

年
次
会
計
報
告
等
に
続
き
、
此
の

一
年
間
に
亡
く
な
っ
た
六
名
の
期

友
及
び
既
に
物
故
さ
れ
た
期
友
に

黙
祷
を
捧
げ
た
後
．
竹
迫
友

一
若

の
音
頭
に
よ
り
乾
杯
、
懇
親
会
に

入
り
ま
し
た
。

齢
七
十
二
、
当
然
の
事
な
が
ら

‐‐   rヽ

會
六
十

ヽ

六
〇
期

六
〇
期
の
同
期
会
は
、
毎
年
、

四
月
の
第
二
金
曜
日
と
決
め

て
い

る
。
今
年
は
四
月
十
三
日
午
後
六

時
か
ら
静
同
駅
前
の
プ
チ
東
海
静

岡
を
会
場
に
し
て
行
な
わ
れ
た
。

，
校
百
二
＋
年
の
丁
度
半
分
に

あ
た
る
六
〇
期
は
昭
和
二
ｏ
年
終

戦
の
年
に
卒
業
し
た
。
二
五
二
名

中
．
六
三
名
が
物
故
者
と
な
り
、

音
信
不
通
者
が
二
四
名
い
る
。

今
年
は
四
ｔ
名
が
集
ま
り
、
関

東
か
ら
■
杉
会
長
以
下
八
名
が
参

加
し
た
．
参
加
者
が
減
り
ぎ
み
な

の
が
気
に
か
か
っ
た
。

鳥
取
か
ら
参
加
の
岡
本
正
信
君

の
音
頭
で
乾
杯
。
あ
い
さ
つ
・
演

説
な
ど

一
切
な
し
の
会
で
、
あ
ち

こ
ち
に
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
．
解

け
て
は
別
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
て

歓
談
す
る
の
が
毎
年
の
例
―
―
。

同
期
に
は
き
わ
立
つ
有
名
人
は

い
な
い
が
．
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

国
を
背
負

っ
て
き
た
と
い
う
自
負

を
持

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
半

が
今
年
中
に
七
四
歳
と
い
う
現
役

を
退
い
た
今
、
話
題
は
老
後
の
楽

し
み
方
に
移

つ
て
き
た
。
そ
の
う

ち
に
老
い
が
話
題
の
中
心
に
な
る

だ
ろ
う
。

二
時
間
後
、
恒
例
の
杉
本
武
君

L
.ヽ

ヽt

“
期
と
同
様
二
〓
菫
発
動
機

に
動
員
．
１
年
で
卒
業
の
Ы
期
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年
々
期
友
も
欠
け
．
病
床
に
な
っ

て
出
席
出
来
ぬ
期
友
も
多
い
現
状

で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
に

一
度
の

こ
の
場
は
、
戦
時
下
．
何
か
と
東

絆
さ
れ
た
不
自
由
な
時
代
の
中
で

そ
れ
な
り
に
若
さ
を
ぶ
つ
つ
け
青

春
を
謳
歌
し
た
紅
顔
の
美
少
年

（？
）
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
、
少
年
時
代
そ
の
儘
に
語
り
合

う
喜
び
に
浸
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
年
相
応
に
夫
々

が
多
少
の
持
病
に
悩
ん
だ
り
で
．

無
病
息
災
な
ら
ぬ

一
病
息
災
を
以

っ
て
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
す

る
等
年
寄
り
臭
い
話
題
も
多
く
．

又
ド
ク
タ
ー
期
友
に
持
病
の
悩
み

相
談
等
、
同
期
会
な
ら
で
は
の
光

景
も
見
ら
れ
る
中
、
九
十

一
歳

・

八
十
三
歳
の
両
先
生
の
今
猶
里
架

と
し
た
様
に
、
ま
だ
ま
だ
我
々
に

は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
余
韻
を

楽
し
み
得
る
時
が
多
分
に
あ
る
ん

だ
と
意
を
強
く
し
た
り
．
様
々
の

話
題
に
花
が
咲
く
中
、
無
情
に
も

時
は
過
ぎ
、
三
時
間
近
く
を
経
て

別
れ
の
時
が
来
ま
し
た
。

例
年
の
如
く
望
月
良
君
の
音
頭

と
り
で
校
歌
斉
唱
．
来
年
の
再
会

を
約
し
散
会
し
ま
し
た
が
．何
時
、

歌
い
問
い
て
も
技
歌
に
は
胸
の
と

き
め
き
を
感
じ
、
少
年
の
日
の
活

力
が
よ
っ
て
来
る
よ
う
な
気
が
し

Ｌ

ま
す
。
願
わ
く
は
こ
の

「岳
南
健
児
」

を
特
に
百
二
十
五
周
年
に
当
る
再

来
年
は
、
甲
子
園
の
青
空
に
響
き

渡
る
よ
う
、
野
球
部
諸
君
に
夢
を

託
し
ま
す
。

散
会
後
は
、
三
々
五
々
夫
々
二

次
会

へ
。
小
生
等
数
名
の
向

っ
た

先
に
は
、
卒
業
五
十
周
年
の
記
合

同
期
会
を
終
え
た
山
川
訂
夫
氏
等

六
十
七
期
生
諸
氏
が
居
り
、
お
互

い
の
五
十
周
年
の
奇
し
き
縁
（？
）

を
祝

つ
て
挨
拶
交
換
。
同
じ
学
舎

に
学
ん
だ
同
窓
の
仲
、
胸
襟
を
開

き
得
る
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

大
戦
に
始
ま
り
．
大
戦
に
終
ち

た
四
年
間
の
静
中
時
代
、
そ
の
在

校
時
の
十
分
近
く
の
年
月
は
、
勤

労
動
員
に
駆
り
出
さ
れ
、
満
足
な

中
学
生
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
却
う
て
そ
れ
が
期
友
の
友

情
の
絆
を
強
回
に
し
、
こ
の
半
世

紀
に
わ
た
る
同
期
会
を
支
え
、
又

こ
れ
か
ら
も
続
く
原
動
力
に
な

つ

て
い
る
と
信
し
て
い
ま
す
。

幹
事
諸
君
●
」
苦
労
様
で
し
た
。

楽
し
い
一
時
を
有
難
う
。
そ
し
て

来
年
の
幹
事
諸
君
、
よ
ろ
し
く
お

順
い
し
ま
す
。
来
春
の
同
期
会
に

思
い
を
馳
せ
、
期
友
諸
君
と
の
再

会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（清
水
澄
夫
）

エハ
ニ
　
・　エバ〓
二
川̈

同
期
会
の
回
顧

今
年
も

一
昨
年
と
同
じ
東
京
芝

の
春
光
会
館
で
６
月
６
口
に
関
東

地
区
ク
ラ
ス
会
を
開
催
す
る
こ
と

と
し
、全
員
に
案
内
状
を
送
っ
た
。

こ
の
会
報
発
行
の
頃
に
は
終
了
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
盛
会
を

期
待
し
て
い
る
。

関
東
地
区
ク
ラ
ス
会
が
静
岡

と
提
携
し
な
か
ら
組
織
的
に
ク
ラ

ス
会
を
始
め
た
の
は
．
昭
和
５８
年

か
ら
で
．
そ
の
歴
史
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

①
　
昭
和
“
年
２
月
１８
日

（金
）

東
京
竹
橋
会
館
　
”
名

②
一　
昭
和
５９
年
２
月
■
日
ヽ
１２
日

修
善
寺
の
だ
や
　
３６
名

０
　
昭
和
６３
年
６
月
ｌｌ
日

（上
）

東
京
有
楽
町
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー

お
名
④

平
成
７
年
１
月
３０
日

（月
）

東
京
芝

・
春
光
会
館
　
ン
名

⑤

平
成
９
年
６
月
９
日

（月
）

春
光
会
館
　
勢
名

⑥

平
成
■
年
６
月
，
日

（水
）

憲
光
会
館
　
３１
名
　
古
稀

⑦
　
平
成
１３
年
６
月
６
日

（水
）

春
光
会
館

第
１
回
は
期
友
を
積
極
的
に
発

掘
勧
誘
し
、
第
２
回
は

一
泊
修
学

し

旅
行
と
銘
う
つ
た
。
春
光
会
館
は

同
期
の
川
手
生
巳
也
君

（日
産
火

災
相
談
役
、
前
社
長
）
の
ご
好
意

に
よ
り
同
社
の
施
設
を
利
用
さ
せ

て
頂
い
た
も
の
で
、
お
か
げ
で
随

分
と
都
合
よ
く
豪
華
な
ク
ラ
ス
会

を
催
す
こ
と
が
出
来
．
平
成
７
年

以
降
訂
岡
と
隔
年
開
催
が
定
着
し

て
い
る
。
な
お
昭
和
５７
年
以
前
に

も
会
合
は
持
た
れ
て
い
た
。

次
に
、
静
同
で
開
催
し
た
ク

ラ
ス
会
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

静
岡
の
ク
ラ
ス
会
に
は
思
師
が
出

席
さ
れ
る
が
、
判
明
分
の
み
か
っ

こ
書
き
し
た
。

①
昭
和
”
年
６
月
Ｂ
日

（土
）

七
間
町
桜
湯
　
２６
名
　
第
■
回

②
昭
和
４０
年
４
月
Ю
口

（土
）

松
坂
屋
麦
香
村
　
３３
名

０
昭
和
４１
年
１
月
３
日

同
窓
会
館
　
∞
余
名

④
昭
和
４
年
８
月
１６
日

（火
）

用
宗
石
部
竜
宮
亭
　
２
名

⑤
昭
和
２
年
５
月
１３
日

（土
）

魚
磯
別
館
　
“
名

⑥
昭
和
４９
年
６
月
８
日

（土
）

中
島
屋
四
川
飯
店
　
襲
名

⑦
昭
和
２
年
４
月
９
日

（土
）

東
海
軒
会
館
　
Ｂ
名

（４
先
生
を

含
む
）

③
昭
和
”
年
Ю
月
７
日

（土
）

入
り
船
寿
司
　
７５
名
　
百
周
年

０
昭
和
５７
年
６
月
０
日

（土
）

サ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
　
“
名

⑩
昭
和
∞
年
６
月
１５
日

（土
）

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
　
７５
名

０
昭
和
０
年
６
月
１３
日

（土
）

ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
オ
神
仙
間
　
Ｚ
名

⑫
平
成
元
年
５
月
即
日

（上
）

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
佐
乃
春
　
”

名
　
還
暦

⑬
平
成
２
年
７
月
７
日

（土
）

日
興
会
館
光
琳
閣
　
６７
名

⑭
平
成
４
年
６
月
１３
日

（土
）

ク
ー
ボ
ー
ル
会
館
　
５８
名

（４
先

生
を
合
む
）

⑮
平
成
６
年
７
月
１
日

（金
）

ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
オ
　
，
名

（３
先

生
を
含
む
）

⑮
平
成
８
年
６
月
８
日

（土
）

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋
　
∞
名

（３
先
生
を
含
む
）

⑫
平
成
１０
年
６
月
３
日

（水
）

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
エ
リ
ー
静
岡
　
∞

名

（３
先
生
を
含
む
）

⑬
平
成
１２
年
６
月
７
日

（水
）

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋
　
２
名

（２
先
生
を
含
む
）

昭
和
∞
年
の
ク
ラ
ス
会
が
第
■

回
と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
以
前
に
１０
回
開
催
さ
れ
て
い
る

筈
だ
が
確
認
出
来
ず
．
ま
た
昭
和

“
年
以
降
欠
け
て
い
る
年
に
も
開

催
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
記
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録
が
な
く
、
今
後
の
調
査
を
待
ち

た
い
。
訂
岡
で
は
ク
ラ
ス
会
に
任

せ
て
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
ゴ
ル

フ
会
を
実
施
し
て
い
た
が
、
最
近

は
な
く
な
つ
た
。

名
簿
や
会
報
が
次
の
通
り
発
行

さ
れ
た
。

①
昭
和
５８
年
２
月
　
名
簿
発
行

（発
行
‥
東
京
）

②
昭
和
３
年
Ю
月
　
同
期
会
会
誌

創
刊
号
発
行

（発
行
‥
東
京
）

竹
橋
会
館
で
の
ク
ラ
ス
会
詳
報

０
昭
和
６０
年
４
月
　
同
期
会
会
誌

第
２
号
発
行

（発
行
‥
東
京
）
の

だ
や
で
の
ク
ラ
ス
会
詳
報
と
写
真

で
見
る
快
か
し
の
静
中
時
代
特
集

④
昭
和
６３
年
６
月
　
名
簿
発
行

（発
行
‥
東
京
）

⑤
平
成
３
年
１２
月
　
同
期
会
会
誌

第
３
号
発
行
　
特
別
企
画
誌
Ｌ
同

期
会
　
在
学
中
の
資
料
同
期
会
の

記
録
　
名
簿

（発
行
‥
静
岡
）

こ
う
し
て
振
り
か
え
っ
て
み
る

と
．
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
が
重
な

つ
て
懐
か
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
く

る
。
何
と
し
て
も
残
念
な
の
は
、

一
緒
に
幹
事
を
や
っ
た
り
杯
を
か

た
む
け
て
語
り
合
つ
た
友
が
少
な

か
ら
ず
鬼
籍
に
入
っ
た
こ
と
だ
。

ク
ラ
ス
会
に
出
ら
れ
る
こ
と
は
有

り
難
い
こ
と
で
あ
る
。

（６３
期
　
伊
東
　
守
）

六
四
期

小
正
月
も
過
ぎ
．
江
戸
の
街
も

落
ち
着
き
始
め
た
正
月
＋
七
日
、

我
等
六
四
期
生
の
新
年
会
が
口
町

駅
近
く
の

「道
灌
か
が
り
」
で
開

催
さ
れ
た
。
集
ま
っ
た
仲
間
は
二

十
三
名
。
昨
年
よ
り
三
名
増
え
、

年
々
増
え
て
い
く
こ
と
は
大
変
喜

び
に
た
え
な
い
。

司
会
を
佐
野
旭
君
に
お
願

い

し
、
世
話
人
代
表
名
波
倉
四
郎
君

の
挨
拶
、
久
し
振
り
に
出
席
し
た

望
月
担
君
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
は

始
ま
っ
た
。

昨
秋
ス
ボ
ー
ツ
振
量
に^
多
大
の

寄
与
が
あ
っ
た
と
、
文
部
大
臣
賞

受
賞
の
稲
森
照
男
君

（県
体
育
協

会
副
会
長
ヽ

喜
び
と
静
岡
の
友

の
様
子
を
話
し
た
。

同
じ
東
京
の
空
の
下
に
住
ん
で

い
て
も
学
校
卒
業
以
来
五
十
七
年

間
、　
一
度
も
会
わ
な
か
っ
た
日
中

欣
君

（電
通
Ｏ
Ｂ
）
と
佐
服
弘
幸

君

（大
妻
女
子
大
教
授
）
が
出
席

し
て
半
世
紀
ぶ
り
の
巡
り
会
い
を

な
つ
か
し
ん
だ
。

佐
藤
弘
幸
君
は
栃
木
県
の
教
員

時
代
、
学
生
を
引
事
し
て
蓼
科
の

キ
ャ
ン
プ
に
行
き
、
隣
の
サ
ー
ク

ル
か
ら
突
然
「岳
南
健
児
の
校
歌
」

が
夜
空
に
こ
だ
ま
し
た
時
は
身
体

き
る
と
宣
言
し
て
い
た
が
，
新
世

紀
に
入

っ
て

「
死
ぬ
迄
生
き
る
」

と
方
針
変
更
、
そ
し
て
ゴ
ル
フ
は

今
年
七
十
歳
に
な

っ
た
の
で
開

始
．
秋
頃
に
は
出
席
す
る
と
。
人

木
綱
三
君
、
ゴ
ル
フ
は
学
生
時
代

に
散
々
遊
ん
だ
の
で
今
は
テ
レ
ビ

観
戦
だ
け
、
プ
ロ
が
ド
ラ
イ
バ
ー
、

五
番
ア
イ
ア
ン
、
パ
タ
ー
の
三
本

で
ブ
レ
ー
し
、
自
分
が
十
四
本
で

対
戦
し
た
が
歯
が
立
た
な
か
っ
た

昔
話
な
ど
が
続
く
。
松
下

一
男
君
、

年
金
受
給
で
元
金
を
全
部
回
収
す

る
に
は
九
十
歳
迄
生
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
。
渡
辺
宏

一
君
、
二

年
半
前
に
胃
ガ
ン
の
手
術
を
受

け
、
当
時
は
人
生
が
本
当
に
沐
し

か

っ
た
、
現
在
は
ゴ
ル
フ
が
や
れ

る
位
元
気
に
な

っ
た
が
健
康
第

一

と
強
調
。
益
頭
尚
文
君
．
糖
尿
病

と
仲
良
く
し
て
い
る
、
食
後
は
必

ず
散
歩
を
す
る
。
八
十
歳
ま
で
後

三
十
回
同
期
会
に
出
席
す
る
様
健

康
に
気
を
つ
け
た
い
と
。

最
後
に
鈴
木
明
郎
君
の
発
声
で

校
歌
を
四
番
ま
で
斉
唱
し
、
七
月

七
日
の
再
会
を
約
し
て
散
会
し

た
。
出
席
者
は
前
記
諸
兄
の
は
か
、

岩
本
吉
雄
、
加
藤
満
．
栗
口
行
雄
、

長
谷
川
直
和
．
桜
井
富
十
男
、
村

上
喜
代
二
、
長
島
健
、
遠
藤
栄
．

（野
沢
正
憲
）

六
四
期
　
春
の
ゴ
ル
フ
会

か
ふ
る
え
て
止
ま
ら
な
い
く
ら
い

感
動
し
た
、
故
郷
は
な
つ
か
し
く

良
い
も
の
だ
と
思
っ
た
と
い
う
。

静
岡
よ
り
直
送
の
黒
は
ん
べ
ん

の
フ
ラ
イ

・
玉
ね
ぎ

の
フ
ラ
イ

が
、
テ
ー
ブ
ル
に
運
ば
れ
る
と
．

宴
は
い
や
が
上
に
も
盛
り
あ
が
っ

た
。口
例
の
近
況
報
告
。
永
日
進

一

若
、
定
年
退
職
し
て
何
が

一
番
嬉

し
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
寒
い
早

朝
起
き
て
会
社
べ
出
勤
し
な
く
て

ベ
ッ
ド
の
中
で
寝
て
い
ら
れ
る
こ

と
と

（満
場
、
拍
手
拍
手
）
。
仲

野
実
君
．
今
迄
百
二
十
歳
ま
で
生

迎
え
て
三
＋
三
回
日
と
な
る
．

今
世
紀
初
の
ゴ
ル
フ
会
は
、
４
月

２６
日
、
東
京

・
静
岡
両
地
区
か
ら

２５
名
が
集
ま
り
．
小
口
急
西
富
士

Ｃ
Ｃ
で
開
催
．

「
昨
日
の
雨
で
、
下
が
湿

つ
て
い

る
か
ら
、
キ
ャ
リ
ー
で
し
っ
か
り

稼
ぐ
様
に
‥
‥
力

一
杯
打
っ
て
下

さ
い
！
」
と
の
幹
事
の
無
責
任
な

発
言
を
う
け
て
、
ミ
リ
空
の
中
を

ス
タ
ー
ト

〈
今
回
は
新
ハ
ン
デ
決

定
予
備
選

（戦
）
と
い
う
こ
と
で

新
ベ
リ
ア
方
式
で
実
施
》
。

優
勝
は
グ
ロ
ス
９０
ネ
ッ
ト
η
の

風
間
政
彦
君
．
１４
番
で
池
に
２
つ

も
落
と
し
た
が
、
運
よ
く
隠
し
ホ

ー
ル

「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
神

は
見
放
さ
な
か
っ
た
」
と
挨
拶
。

同
じ
く
池
に
２
発
の
蛭
川
博
之

君
．
「
何
よ
り
も
パ
ー
ト
ナ
ー
に

恵
ま
れ
た
」
と
グ
ロ
ス
８６
で
．
準

優
勝
と
ベ
ス
グ
ロ
を
獲
得
。

い
つ
も
彼
と
ベ
ス
ク
ロ
を
読
う

渡
辺
進
弐
君
は
不
調
で
、
グ
ロ
ス

９０
ネ

ッ
ト
い
で
６
位
に
洸
む
。
パ

ー
ト
ナ
ー
が
悪
い
＝
、
悪
い
パ
ー

ト
ナ
ー
の
佐
野
旭
君
が
第
３
位
．

隠
し
ホ
ー
ル
に
救
わ
れ
グ
ロ
ス
”

ネ
ッ
ト
簿
．

昨
春
、
小
生
に
極
意
を
受
け
て

'ヽ_

=

|

ヽ_
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ム
否

■

千

下
さ
っ
た
清
水
照
彦
先
輩

６^１
期
）

は
↓
タ
ロ
ス
“
一ネ
ッ
ト
卸
の
４
位
、

今

一
息
て
ベ
ス
グ
ロ
を
逃
す
。
奥

さ
ん
孝
行
賞
の
ＢＢ
は
石
原
良
昭

君
、
そ
う
い
え
ば
昨
春
も
こ
こ
で

同
賞
獲
得
。
メ
ー
カ
ー
も
同
じ
村

松
敏
雄
君
と
あ
っ
て
、
挨
拶
も
同

君
に
感
謝
々
々
と
、
恰
も
昨
年
の

再
現
映
像
の
如
し
。

術
後
の
回
復
半
ば
で
参
加
し
た

川
口
実
君
．
昨
年
末
ゴ
ル
フ
場
で

‘
．
′

入
っ
た
．

ま
た
席
上
、
野
沢
正
憲
君
の
関

東
同
窓
会
の
副
会
長
枕
任
が
披
露

さ
れ
．
同
君
の
挨
拶
に
よ
り
、
い

や
が
上
に
も
同
期
生
の
母
校
愛
が

を
問
わ
ず
約
ｍ
通
の
す
べ
て
に
言

葉
が
寄
せ
ら
れ
、
健
康
に
留
意
せ

よ
の
思
い
が
多
か
っ
た
の
が
印
象

的
で
あ
つ
た
。
発
起
人
と
し
て
は
．

こ
の
催
し
が
、
同
君
に
と
つ
て
大

き
な
エ
ー
ル
と
な
り
得
た
事
を
確

信
致
し
て
お
り
ま
す
。

（海
野
安
弘

・
片
山
修
三
）

る
―
と
言
っ
て
い
た
仲
野

実
君
が
い
よ
い
よ
仲
間
入

り
す
る
、
と
の
朗
報
）。

参
加
者
は
前
記
１０
名
の

他
、
伊
藤
剛
、
丼
上
公
司
、

岩
本
吉
雄
、
稲
森
照
男
、

漆
畑
茂
．
漆
畑
輝
夫
ヽ
小

沢
義
郎
、
小
川
哲
司
．
神

谷
武
男
、
鈴
木
高
保
、
時

口
勝
博
、
永
口
進

一
、
村

上
喜
代
二
、
渡
辺
宏

一
、

大
石
次
男
兄

６^１
期
当

〈
付
記
〉
パ
ー
テ
ィ
ー
席

上
、
版
隈
六
世
．
浦
田
月

社
（π
期
）氏
の
本
版
画
集

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

（佐
野
　
旭
）

／
．４【癬
『レ

＝
国
蜀
，『・

′′メー、‐１，・

然
え
上
が
っ

た
と
言
え
よ

つヽ
。宴
の
締
め

は
、
折
か
ら

四
月
の
議
Ｍ

祭
も
近
く
．

祭
典
の
木
遺

節
委
員
長
の

遠
山
孝

一
君

に
よ
る
木
遣

節
と
二
本
締

め
．
藤
口
栄

君
の
挨
拶
を

も

っ
て
、
日

出
度
く
お
開

き

と

な

っ

た
。な
お
今
回

の
案
内
状
の

返
信
に
設
け

た

「励
ま
し

の

一
言
欄
』

に
は
、
出
欠

(7,

´ヽ

骨
折
の
山
本
和
彦
君
。
と
も
に
ス

コ
ア
は
不
本
意
な
が
ら
無
告一
ラ
ウ

ン
ド
出
来
た
事
に
喜
び
も

一
入
．

ス
コ
ア
や
順
位
よ
り
も
．
皆
と

語
ら
う
喜
び
と
、
コ
ー
ス
に
出
ら

れ
る
幸
せ
を
噛
み
し
め
る
会
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
こ
の
会
も
、
永
久

幹
事

・
野
沢
正
憲
■
に
引
き
抗
き

寄
り
掛
か
り
な
か
ら
、
更
な
る
盛

会
を
期
し
て
い
る
次
第

（予
て
か

ら
．
７０
歳
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め

桜
井
新
同
窓
会
長
を
励
ま
す
会
に
同
期
生
が
集
う

―

婢

十プ

ヽ

し

桜
丼

一
男
同
窓
会
長
就
任
に
伴

い
、
同
期
で
あ
る
６４
期
の
有
志
が

発
起
人
と
な
り

『桜
丼

一
男
君
を

励
ま
す
会
』
が
、
３
月
Ｍ
目
１８
時

よ
り
静
岡
駅
前
の

『
ブ
ケ
東
海
』

に
於
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

戦
中
戦
後
を
通
し
、
同
じ
学
び

舎
で
吉
楽
を
共
に
し
た
６４
期
生
に

と
っ
て
は
、
こ
の
こ
と
は
同
期
の

誇
り
で
あ
り
．
ま
た
大
き
な
喜
び

で
も
あ
っ
た
。
通
年
行
わ
れ
る
定

時
同
期
会
以
上
の
多
く
の
参
集
を

見
た
の
も
．
そ
の
現
わ
れ
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

当
日
は
来
賓
に
野
崎
技
長
、
蔭

山
同
窓
会
事
務
局
長
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
海
野
安
弘
君
の
司
会

に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
参
集
し
た

四
十
余
名
を
代
表
し
て
稲
森
照
男

君
の

『励
ま
し
の
こ
と
ば
」
に
は

じ
ま
り
、
桜
井
同
窓
会
長
の
力
強

い
挨
拶
の
な
か
に
、
母
枚
百
二
十

五
周
年
に
む
け
た
抱
負
と
責
任
が

語
ら
れ
て
い
た
。
続
い
て
幼
少
よ

り
親
友
で
あ

っ
た
片
山
修
三
君
か

ら

一
国
に
よ
る
記
念
品
の
贈
呈
．

東
京
よ
り
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
名

波
倉
四
郎
君
に
よ
る
挨
拶
並
び
に

乾
杯
の
発
声
に
よ
り
楽
し
い
宴
に

■′ ::環′̀: ′
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初
夏
を
思
わ
せ
る
４
月
１４
日
静

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋
で
開

催
さ
れ
た
。
時
あ
た
か
も
２１
世
紀

を
迎
え
祝
賀
の
宴
に
加
え
て
．
２

つ
の
記
金
行
事
が
行
わ
れ
特
筆
す

べ
き
会
と
な

つ
た
。

行
事
の

一
つ
は
、
「
学
校
林
の

六
七
期

卒
業
半
世
紀
記
念
同
期
会

碑
は
自
御
影
石
で
．
高
さ
約
Ｔ
セ

ン
テ
、
幅
約
∞
セ
ン
チ
。
●
文
は

山
川
静
夫
君
が
発
案
し
、
光
木
徹

君
が
書
き
記
し
た
。
「普
難
の
時

代
の
あ
か
し
と
し
て
．
こ
こ
に
刻

す
」
と
結
ん
だ
。

こ
の
模
様
は
、
朝
日
新
聞
な
ど

マ
ス
コ
ミ
数
社
が
取
材
す
る
な
ど

の
反
響
が
あ
り
、
祝
宴
の
席
Ｌ
技

露
さ
れ
た
。
ま
た
．
ｒ
岡
高
校
の

碑
」
建
立
と
記
念

植
樹
で
あ
る
。

経
緯
は
、
中
学
１

年
の
こ
ろ
藁
科
川
上

流
の
久
住
浜
谷
の
山

に
植
樹
し
た
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
約
１
万
本
が

先
輩
た
ち
の
努
力
で

見
事
な
美
ホ
に
育
っ

た
。
こ
の
学
校
林
を

後
の
ち
ま
で
語
り
伝

え
る
た
め
、
母
校
の

〓

ス
ネ

名

弩

Ｋ
Ｆ
〓
＾
（―

●
‘
′
い

ヤ^
●
‘
，
●

．

"
珈麟

正
円
を
入
つ
た
旧
体

■
一
一

育
館
前
に
記
念
碑
が

建
立
さ
れ
た
。

祝
宴
に
先
立
ち
こ

の
場
所
で
、
関
係
者

約
６０
人
が
出
席
し
て

樽
の
除
幕
式
、
傍
ら

に

「山
法
師
の
木
」

の
植
樹
、
記
念
撮
影

が
行
わ
れ
た
。
記
念

‘
■
，
′
●
■
一
，
，
，

ト

´
，
●
・ヽ

Ｐ
ｔ
，
咤
‘
一
■

■
¨
来
●

ヽ
＾
ヽ
・‘
・
・
・
●
●

・
一●

〓

恥

・
「

ヘ
ス

Ｔ
Ｉ

，

‥

〓

“

“

，
■
雪
雪
ｔ
ｔ

朦

１
，
・１
・
“
●
′
３
●
，
・，
，

“
夫

，^
‘
・

”

わ
オ

●
メ

＾

、
―
●
＾
′
一
●
ｔ
“
”
一
ヽ

，
●

‘
¨
ヽ

“
．

，

一
＾
ｉ

●

・〓
′
，
¨
．

”

●
Ｆ

，

・
末

ヽ
薇

ｔ
，

校
長
先
生
か
ら
石
荷

の
話
を
全
生

徒
に
話
し
て
欲
し
い
と

の
要
請
が

あ

っ
た
と
聞
く
。
嬉
し
い
限
り
で

あ
る
。
次
は
、
も
う

一
つ
の
心
の
記
念

行
事

「
カ
ン
ポ
ジ
ア
で
の
学
校

建
設
支
援
」
で
あ
る
。

戦
後
経
験
し
た
ひ
も
じ
さ
を
、

い
ま
困
窮
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
子
供
た
ち
に

「
Ｊ
Ｈ
Ｐ

・
学
校

を
つ
く
る
会
」
を
通
じ
て
資
金
を

贈
り
育
成
の
種
を
ま
こ
う
と
い
う

企
画
。
皆
の
賛
同
、
協
力
の
結
果

募
金
が
３７
万
円
を
超
し
た
と
の
中

間
諏
告
が
席
上
、
小
杉
弘
幹
事
か

ら
披
露
さ
れ
拍
手
が
沸
く
。

祝
宴
に
先
立

っ
て
記
念
撮
影
。

同
期
生
の
う
ち
物
故
者
５０
余
名
、

案
内
状
″
通
の
う
ち
出
席
者
は
９７

名
。
さ
す
が
団
結
と
友
備
の
“
期
。

北
は
．
宮
城
か
ら
西
は
大
阪
、
奈

良
ま
で
多
彩
の
メ
ン
パ
ー
が
笑
顔

で
参
加
し
た
。
顔
と
名
前
が

一
致

し
な
い
人
も
い
た
が
．
話
し
合
う

ほ
ど
に
お
互
い
を
確
認
す
る
情
景

も
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
た
。

今
ホ
勲
幹
事
の
司
会
で

「岳
南

健
児

一
千
の

・
・
・
」

の
斉
唱
．

増
日
智

一
君
の
幹
事
代
表
挨
拶

「時
計
を
半
世
紀
戻
し
て
旧
交
を

暖
め
よ
う
」
。

つ
い
で
、
物
故
者

に
深
い
黙
祷
を
棒
げ
る
。
初
め
て

鯵薄さ:“ |‐||‐■導贅番拿
`_,_‐
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て 贅.さ   雌燿 ロ
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参
加
し
た
関
日
長
君
（奈
良
在
住
）

の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
．

多
く
の
円
卓
に
つ
い
た
参
加
者

は
．
現
況
、
思
い
出
、
消
息
な
ど

ひ
さ
し
ぶ
り
の
出
会
い
に
話
も
畔

み
、
美
酒
の
ビ

ッ
チ
も
上
が
る
。

ご
当
地
の
キ
レ
イ
ド
コ
ロ
が
お
酌

し
て
盛
り
上
が
る
。
奥
様
の
介
護

で
出
席
し
た
会
員
も
笑
顔
が
絶
え

な
い
。
親
し
か
っ
た
友
と
酌
み
か

わ
し
て
歩
く
。
黒
は
ん
ぺ
ん
、
生

し
ら
す
と
幹
事
の
心
辻
い
が
う
か

が
わ
れ
る
料
理
に
舌
望
を
打
つ
。

宴
な
か
ば
、
山
川
静
夫
君
の
解

説
で
昭
和
初
期
の
茂
円
、
住
友
の

仮
校
舎
、
現
在
の
験
府
域
東
御
円
、

学
校
林
の
碑
な
ど
の
ス
ラ
イ
ド
が

写
さ
れ
た
。
激
動
の
青
春
時
代
を

生
き
抜
い
た
映
像
に
注
目
が
集
ま

る
。
昭
和
天
皇
の
行
幸
を
住
友
の

検
庭
で
迎
え
た
模
様
な
ど
が
克
明

に
蘇
り
盛
ん
な
相
手
。
な
も
陛
下

と
間
近
に
接
し
た

一
人
だ
が
、
Ｌ

下
の
言
葉
の
調
子
が
甲
高
い
の
で

誰
彼
と
な
く
お
か
し
さ
を
堪
え
て

い
た
。
突
然
、
誰
か
が
吹
き
出
し

大
勢
が
下
を
向
い
て

一
斉
に
吹
き

出
し
た
。
陛
下
の
表
情
は
分
か
ら

な
か

っ
た
が
校
長
先
生
は
じ
め
関

係
者
は
恐
把
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

な
た
ち
は
、
人
間
天
皇
と
し
て
の

親
近
感
を
抱
く
こ
と
が
で
き
た
。

・

・ 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

だ
の
こ
と
は
こ

一̈̈
一̈一̈一一̈̈
¨̈

賠
「鼈
芽
雹

け』一赫̈幸義一一一一̈］

・一̈叫̈̈
¨̈一一̈̈
¨

諦̈一椰
．̈し団‐こ̈̈

鵡詢̈
一螂階動』】警「「̈

難̈
一一̈
一一け一一轟̈
”

新
し
ヽ
晰
で
あ
る
。　
ぇ
風
呂

げ約」一”“紳臓釧狂輸晰ち

，
ま
す
。　
　
‘
尽
力
に

（河

日
正
義
）

静
中

■
中
高
テ
ニ
ス
部

関
東
Ｏ
Ｂ
会

ｔ

水
江

（５９
期
ヽ

児
島
英
男

（６７

期
）
、
国
村
英

二
郎

（６７
期
ヽ

立
花
殖

一
（６８

期
）
、
柳
沢
学

（
６８
期
ヽ

増

井

良
敏

（
６８

期
）
、
大
地
不

二
雄

（η
期
ヽ

山
中
博
司

（３

期
ヽ

大
河
内

久

（
る
期
ヽ

成
岡
和
美

（“

期
ヽ

江
の
島
会

へ
の
お
誘

い

邊

“
川
　
児
島
　
英
男

テ
ニ
ス
部
関
東
Ｏ
Ｂ
有
志
の
集

い
が
、
平
成
１２
年
Ю
月
２８
日

（土
）

明
治
神
宮
外
苑
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で

開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
絶
好
の
テ
ニ
ス
日
和
に

恵
ま
れ
．
久
し
振
り
に
、
全
員
昔

に
還
っ
て
若
々
し
い
プ
レ
ー
に
熱

狂
し
た
。
今
回
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

神
官
テ
エ
ス
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

で
．
静
岡
森
町
ご
出
身
の
吉
川
大

二
郎
氏

（
８６
歳
）
と
、
岡
村
英
二

郎
氏
が
特
別
参
加
さ
れ
た
。

夜
は
和
官
外
苑
前
の
メ
ト
ロ
会

館
で
懇
親
会
を
開
催
。
岩
井
平

一

郎
氏
の
乾
盃
の
音
頭
で
宴
会
に
入

っ
た
。
静
岡
よ
り
参
加
の
柳
沢
学

氏
か
ら
静
岡
の
テ
ニ
ス
協
会
の
近

況
報
告
が
あ
り
．
ご
高
齢
の
浜
下

市
造
氏
に
今
で
も
い
ろ
い
ろ
お
世

話
い
た
だ
い
て
い
る
話
、
次
に
静

高
テ
ニ
ス
部
の
活
動
状
況
の
報
告

が
あ
り
．
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
、

楽
し
い
一
夕
を
過
し
、
又
の
再
会

を
誓
っ
て
散
会
し
た
。

当
日
の
参
加
者

・
・
・
吉
川
大
二

郎
、
岩
井
平

一
郎

（
ｙ
期
）
、
清

第
二
十
四
回
江
の
鳥
会
総
会
を
．

例
年
ど
お
り
九
月
第

一
日
曜
日
に
開

催
ュ
し
ま
す
。

こ
の
島
会
は
住
所
．
卒
業
年
度
．

服
装
等
，
の
規
制
も
な
く
．
証
で
も

気
楽
に
参
加
出
来
ま
す
。
奥
様

・
子

供
さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

先
輩

・
後
菫

の
隔
て
な
く
．
静

中

・
静
高
で
過
ご
し
た
青
春
時
代
を

使
か
し
み
、
夕
曰
が
相
模
湾
を
赤
く

染
あ
る
迄
語
り
合
う
楽
し
い
会
で
す
。

本
年
も
多
く
の
方
々
の
御
参
加
を

幹
〓

一
同
御
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

二

九
月
二
日

（日
）
正
午
開
会

一
、
工
の
島
　
恵
比
寿
屋
旅
館

一
、
連
絡
■
…
江
の
島
会
事
資
局

６７
川
　
黒
田
秀
■

Ｔ

Ｅ

Ｌ

・
Ｆ

Ａ

Ｘ

と

も

〇
四
五
―
二
人

一
―
五

一
人

を
お
．
詳
細
は
例
年
道
り
八
月
上

旬
ご
ろ
ご
案
内
を
発
送
し
ま
す
が
．

初
参
加
の
方
は
則
別
、
住
所
．
氏
名
．

電
話
番
号
を
早
め
に
事
務
局
ま
で
迪

綺
下
さ
れ
ば
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま

す
。

..●

=｀

′
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静
岡
の
万
葉
を
歩
く

（そ
の
二
十
二
）

５１
期
　
原
崎
　
郁
平

袋
丼
市
川
丼
の
袋
井
中
学
校
の

玄
関
前
に
万
葉
歌
碑
が
建
っ
て
い

る
．時
時
の
　
花
は
咲
け
ど
も

何
す
れ
ぞ
　
母
と
ふ
花
の

咲
き
出
こ
ず
け
む

（巻
二
十
１
四
三
二
三
）

防
人
山
名
郡

・
丈
部
真
麻
呂

遠
江

（と
う
と
う
み
）

白
羽
の
磯
と
　
に
へ
の
流
と

一私
の
住
ん
で
い
る
町
の
遠
川
地
方

の
白
羽
の
磯
と
、
に
へ
の
捕
が
近

い
と
こ
ろ
に
あ

つ
た
な
ら
、
私
は

あ
な
た
に
使
り
が
で
き
る
の
に
」

歌
碑
の
裳
に
彫

つ
て
あ
る
次
の

文
章
が
読
む
者
を
感
動
さ
せ
る
。

一
こ
の
歌
は
万
葉
集
に
あ
る
郷
土

人
の
歌
だ
。
山
名
郡
は
養
老
六
年
、

佐
益
郡

（小
笠
部
の
古
名
）
の
人

郷
を
さ
い
て
始
め
て
山
名
部
を
置

く
と

『
続
日
本
書
紀
」
に
あ
る
。

川
相
の
名
は
４
者
が
無
名
の
農
民

で
あ

っ
て
、
大
伴
家
持
の
歌
の
募

集
に
応
ず
る
と
き
出
生
地
名
を
名

前
と
し
て
出
さ
れ
．
そ
れ
が
は
か

ら
ず
も
千
二
百
年
後
の
今
日
で
は

幸
い
し
て
出
生
の
地
の
推
定
の
根

拠
を
も
た
ら
し
た
。
真
麻
呂
の
出

一『̈善“̈纂̈̈
貯胸仰̈刹

楔
黎̈鎖

疇れ詭蝠
麟
鍮

鼈
合のをす」̈̈̈
一̈

雌』̈̈
一̈一一一̈．“̈̈
．一

』「醜
ポ
一

切

“̈一鰊”̈

肛一脚籾
輸

翔
囀
¨̈̈舅
勲

石
工

一一♂

翡

鏡
木
崎

名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
る
山
名

会
の
方
々
は
年
配
か
ら
す
る
と
も

う
亡
く
な

つ
て
い
る
で
あ
ろ
う

が
．
明
治
時
■
の
小
学
校
同
期
生

が
古
稀
の
年
に
な
っ
て
万
葉
歌
一碑

を
建
て
た
こ
と
に
感
動
し
た
。

余
井
市
に
は
可
睡
一■
油
山
寺
．

法
多
山
尊
永
寺
な
ど
の
名
刹
が
あ

る
。
法
多
山
で
は
名
物
の
だ
ん
ご

を
食
べ
た
こ
と
が
快
か
し
い
記
憶

に
城
る
．

「私
の
ゴ
ル
フ
」

あ
れ
や

・
こ
れ
や

に

６４
期
　
佐
野
　
旭

一
年
足
ら
ず
で
．
マ
ス
タ
ー
フ

ラ
ッ
グ
に
買
い
督
え
て
意
気
軒
昂
、

日
曜
日
に
は
ま
た
，
習
場
通
い
で

す
．当
時
は
ま
だ
マ
イ
カ
ー
族
な
ど

い
ま
せ
ん
か
ら
．
比
ヽ

ク
ラ
ブ
数
・

本
を
持

っ
て
、
遠
方
か
ら
自
転
車

や
ら
徒
歩
で
や
っ
て
来
た
様
な
時

代
で
し
た
が
、
私
の
社
宅
か
ら
は
．

諫
習
場
ま
で
徒
歩
数
分
、
大
変
恵

ま
れ
た
環
，
で
し
た
。

そ
し
て
新
ク
ラ
ブ
で
の
初
ラ
ウ

ン
ド
は
、
晰
入
ひ
と
月
後
．
初
バ

ー
デ
ィ
ー
の
オ
マ
ケ
付
き
で
す
。

そ
こ
で
以
下
、
珍
事
、
快
手
を

ニ
ツ
三
ツ
。

０
初
バ
ー
デ
ィ
ー

■

・
１

・
８
、
大
田
Ｃ
Ｃ
。
上

州
名
物

″
空
ッ
風

″
の
中
で
の
第

２
ラ
ウ
ン
ド
、
Ｎ０
５
・５０Ｃ
Ｙ
・
い
ヽ

第
２
打
は
風
に
乗
り
、
意
と
異
な

る
長
打
、
ヘ
ボ
な
第
３
打
も
結
果

良
し
、
何
と
ｌ
パ
ッ
ト
の
パ
ー
デ

ィ
ー
。
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
１７
ラ
ウ

ン
ド
ロ
の
快
事
で
し
た
が
、
ト
ー

タ
ル
は
‐ｌＣ

（因
に
第
１
ラ
ウ
ン
ド

で
は
９
）
。

一
パ
ー
デ
ィ
ー
も
出
す
、
ダ
ブ
ル
ス

コ
ア
も
出
る
．
と
い
う
ヤ
ツ
は
先

行
き
上
達
の
見
込
み
あ
り
．
小
さ

く
日
ま
ら
ん
か
ら
良
い
＝
」
と
例

の
師
の
こ
の
日
の
誉
め
言
葉
？

◎

ハ
ー
フ
４０
台

３
ヶ
月
後
の
３９

・
４

・
４
、
コ

ー
ス
に
出
る
こ
と
Ｍ
回
日
、
太
田

Ｃ
Ｃ
は
７
回
』貝

こ
の
日
の
ラ
ウ

ン
ド
は
ワ
ン
ハ
ー
フ
。

ａ

・
２
と
実
力
通
り
の
ス
コ
ア

の
後
、
渋
々
廻

っ
た
ハ
ー
フ
が
、

何
と
場
。
ト
リ
ブ
ル
な
し
．
「ド
ー

ナ
ツ
テ
ン
グ
ロ
＝
」
と
私
、
「
オ
レ

タ
チ
ャ
．
や
っ
て
ら
ん
ネ
ー
ヨ
＝
」

と
先
輩
達
の
冷
い
日
。
何
と
言
わ

れ
よ
う
が
こ
コ
こ
コ
・

そ
れ
に
し
て
も
そ
の
後
、
進
歩

が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

０
本
を
狙
う

「素
人
は
木
を
避
け
よ
う
と
す
る
か

ら
木
に
当
た
る
、
本
を
狙
え
ば
木

ぁ
ひ
て
し
あ
ら
ば

言
も
通
は
む

（巻
二
十
１
四
三
二
四
）

同
郡

・
丈
部
川
相

昭
和
四
十
年
十
月
　
山
名

会
建
立
　
揮
竜
は
国
宝
西
本

願
寺
本
に
よ
る

大
き
さ
ｉ
高
さ
七
十
セ
ン

チ
、
幅
百
三
十
セ
ン
チ
の
自

然
石
に
二
十
五
×
五
十
三
セ

ン
チ
の
銅
版

歌
の
大
意
は

「花
は
そ
の

季
節
に
な
っ
た
ら
咲
い
て
く

れ
る
け
れ
と
も
、
お
母
さ
ん

と
い
う
花
は
咲
い
て
く
れ
な

い
ん
だ
な
あ
」

・ヽ

報

ヽ _

・
■
●
十

す
●
●

て

ヽ

●
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_ヽ

ヽ

に
は
当
た
ら
な
い
」
と
言
う
師
の

指
導
が
あ
つ
た
の
で
す
が
、
素
人

に
は
マ
グ
レ
が
あ
る
の
で
す
。

３９

・
５

・
２６
、
埼
玉
国
際
岡
部

コ
ー
ス

（現
岡
部
チ
サ
ン
Ｃ
Ｃ
）．

Ю
９

・
３５５
Ｙ

・
”
．
第
１
打
が
右

ラ
フ
、
前
方
数
メ
ー
ト
ル
に
直
径

１０
ｍ
程
の
立
本
、
「細
い
か
ら
当
た

る
訳
が
な
い
」
と
、
教
え
通
り
に

本
を
狙
っ
て
打
つ
。

打
球
音
に
続
い
て

「カ
キ
ー
ン
」

と
乾
い
た
音
、
「何
だ
？
」
、
快
心

の
一
打
は
立
木
の
真
志
に
当
た
っ

て
数
十
ヤ
ー
ド
も
後
方
へ
、
そ
し

て
ＯＢ
。
「危
な
か
っ
た
ぜ
…
」
「怪

我
が
無
く
て
良
か
っ
た
」
と
皆
に

心
配
さ
れ
て
も
、
「本
当
に
狙
っ
た

通
り
打
て
た
ん
だ
よ
‥
」
と
、
本

人
は
ＯＢ
を
晦
や
む
始
末
。

勿
論
第
４
打
は
再
び
木
を
狙
う

も
本
に
当
た
ら
ず
、
フ
ェ
ア
ウ
ェ

ー
ヘ
。
『師
の
珍
な
る
正
‘理

◎
深
呼
吸

３９

・
６

・
１４
、
唐
沢
Ｃ
Ｃ
。
Ｎ。

１７
・知
Ｙ
‥打
ち
下
ろ
し
の
Ｐ３
、

第
１
打
グ
リ
ー
ン
右
の
バ
ン
カ
ー

ヘ
。
こ
れ
が
ま
た
、
ビ
ン
フ
ラ
ッ

グ
も
見
え
な
い
深
さ
。
見
た
だ
け

で
ガ
ッ
ク
リ
。

当
時
は
サ
ン
ド
ウ
エ
ッ
ジ
な
る

洒
落
た
も
の
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、
９
番
ア
イ
ア
ン
で

の
バ
ン
カ
ー
シ
ョ
ッ
ト
．

ニ
ツ
三
ツ
と
叩
い
て
も
上
が
り

ま
せ
ん
。
そ
の
時
、
師
の

一
言
、

「バ
ン
カ
ー
か
ら
出
て
、
深
呼
吸
を

し
て
か
ら
打
ち
直
せ
＝
」
。

す
で
に
パ
ー
ト
ナ
ー
は
皆
さ
ん

オ
ン
し
て
い
ま
す
。
慌
て
て
バ
ン

カ
ー
か
ら
出
て

「
フ
ッ
、
フ
ー
ッ
．

フ
ウ
ー
ッ
」
と
深
呼
吸

（の
つ
も

り
）、急
い
で
バ
ン
カ
ー
に
戻
る
と
、

「そ
ん
な
の
は
深
呼
吸
と
は
言
わ
ん

”
ゆ
っ
く
り
大
き
く
呼
吸
せ
い
――
」

と
、
再
度
の
お
叱
り
？
の
間
に
ま

た
ニ
ツ
、
止
し
な
く
再
上
陸
し
て
．

大
き
く
、
深
呼
吸
数
回
、
そ
し
て

落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
打
て
ば
．

球
は
小
気
味
よ
く
バ
ン
カ
ー
脱
出
。

グ
リ
ー
ン
上
か
ら
は

「オ
イ
オ

イ
ー
」
「
ア
レ
レ
ー
」
「
エ
ー
ッ
」

の
声
、
当
人
が
見
る
間
も
な
く
ボ

ー
ル
は
カ
ッ
プ
イ
ン
。
そ
れ
か
ら

し
ば
ら
く
は

「
２００
Ｙ
第
１
打
バ
ン

カ
ー
、
そ
こ
か
ら
ノ
ー
ズ
ロ
」
と

宣
伝
。
小
さ
な
声
で

「
ス
コ
ア
は

７
」
と
喋
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

◎
チ
ッ
プ
シ
ョ
ツ
ト

３９

・
９

・
郎
、
伊
香
保
Ｃ
Ｃ
．

Ю
ｌ２
・３６０
Ｙ
・中
、
グ
リ
ー
ン
エ

ツ
ン
か
ら
パ
タ
ー
で
．
「あ
わ
よ
く

ば
バ
ー
デ
ィ
ー
を
」
と
狙
ち

て
い

る
と
、
こ
こ
で
も
、
ウ
ル
サ
イ
価
。

「
ス
コ
ア
メ
イ
ク
に
拘
る
な
．
チ
ッ

プ
だ
．
チ
ツ
プ
！
」
一
こ
こ
で
や
ら

な
さ
ゃ
、
ど
こ
で
や
る
ん
だ
」
「そ

ん
な
ん
じ
ゃ
、
い
つ
ま
で
も
身
に

つ
か
ん
ぞ
＝
」
。

こ
れ
だ
け
畳
み
か
け
ら
れ
れ
ば
．

「そ
―
で
す
ネ
．　
ハ
イ
！
」
と
言
わ

ざ
る
を
得
す
．
不
承
不
承
持
ち
出

し
た
７
番
ア
イ
ア
ン
で
、
仰
せ
の

ま
ま

（？
）
に
打
て
ば
、
コ
ロ
コ

ロ
コ
ロ

ー
と
見
事
チ
ッ
プ
イ
ン
、

意
外
な
出
来
事
に
本
人
が
ビ
ッ
ク

リ
ー

「イ
ャ
ー
、
お
見
事
、
お
見

事
。
ナ
、
ヤ
レ
バ
デ
キ
ル
ダ
ロ
…
」

シ
ヽ

誉
め
ら
れ
た
の
か
、
師
の
自

賛
か
。
何
れ
に
し
ろ
、
″
ナ
イ
ス
テ

ッ
プ

″
で
し
た
。

こ
ん
な
具
合
で
、
私
の
ゴ
ル
フ

卓
創
期
の
２
年
間
は
、
コ
ー
ス
２４

回
、
３５
ラ
ウ
ン
ド
と
比
較
的
高
密

度
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
環
境
の

変
化
も
あ

っ
て
、
年
間
数
ラ
ウ
ン

ド
、
全
く
や
ら
な
い
年
も
あ
る
程

ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
い
ま
し

た
．以
来
三
十
余
年
、
未
だ
に
ダ
ツ

フ
ア
ー
の
地
位
を
保

っ
た
ま
ま
で

す
が
．
そ
れ
な
り
に
楽
し
め
る
の

が
ゴ
ル
フ
の
良
い
と
こ
ろ
、
と
今

で
も

″
ゴ
ル
フ
モ
ド
キ

々
に
励

ん
で
い
る
次
第
。

グ
ッ
フ
ァ
ー
の
オ
モ
シ
ロ
話
は

ま
だ
ま
だ
…
。

「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
」

７６
期
　
鈴
木
　
　
浩

先
日
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
件
に
て

有
名
に
な
っ
た
米
国
セ
レ
ー
ラ
ツ

ェ
ノ
ミ
ク
ス
社
の
．
ク
レ
イ
グ

・

ベ
ン
タ
ー
庫
一士
の
講
演
を
円
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
解
読
、
特
許
の

す
ば
や
い
申
請
等
、
学
者
と
し
て

よ
り
も
同
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
利

益
指
向
の
極
め
て
強
い
人
物
と
し

て
の
先
入
観
を
持
ち
て
お
り
ま
し

「雑

感
」
ヽ
期
　
鈴
木
　
藤
男

と
う
と
う
会
報
の
原
稿
を
当
く

ハ
メ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
ん

な
言
い
方
を
す
る
の
は
申
し
わ
け

な
い
が
、
べ
つ
に
同
窓
会
報
に
偏

見
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
．
た

だ
単
に
自
分
は

一
生
書
く
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
だ
け

だ
。お
期
は
今
年
二
十
八
歳
に
な

る
。
世
代
的
な
こ
と
で
言
え
ば
．

そ
ろ
そ
ろ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
社
会

生
活
の
幕
引
き
が
近
づ
ヽ
て
い
る

こ
と
を
強
く
意
識
す
る
頃
合
い
で

あ
ろ
う
。

リ
タ
イ
ア
を
敢
え
て
意
味
づ
け

た
が
、
同
時
通
訳
の
切
れ
切
れ
の

話
の
内
容
か
ら
も
、
又
そ
の
話
し

方
か
ら
も
、
博
士
が
生
命
科
学
に

対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
も

っ

た
、
感
覚
的
に
大
変
若
い
気
持
ち

を
然
や
し
続
け
て
い
る
研
究
者
で

あ
る
と
の
感
じ
に
変
わ
り
ま
し

た
。ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
第
ニ
ス
テ
ー
ジ

の
動
き
も
活
発
化
し
て
い
る
よ
う

で
、
２１
世
紀
初
頭
の
先
端
技
術
の

競
争
激
化
を
感
じ
た
数
時
間
で
し

た
。

す
る
な
ら
ば
人
生
レ
ー
ス
の
ゴ
ー

ル
で
あ
る
。
し
か
し
他
者
と
の
競

争
の
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
て
た
っ
た

一
人
の
レ
ー
ス
の
ゴ
ー
ル
な
の
で

あ
る
。
完
た
で
あ
り
優
勝
な
の
で

あ
る
。
余
生
は
さ
し
ず
め
レ
ー
ス

か
ら
の
解
放
で
あ
ろ
う
。

レ
ー
ス
以
外
の
と
こ
ろ
に
身
を

置
く
と
い
う
の
は
、
き

っ
と
心
地

良
い
も
の
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
。

評
論
家
に
も
、
指
導
者
に
も
．
観

客
に
も
な
れ
る
の
で
あ
る
。
年
寄

り
の
言
う
こ
と
は
素
直
に
間
く
も

の
だ
、
な
ん
で
若
い
頃
よ
く
諭
さ

れ
た
も
の
だ
。
年
長
者
を
尊
重
す

べ
し
、
と
い
う
理
合
は
不
偏
不
党

だ
が
、
尊
重
す
べ
し
年
長
者
と
は

何
か
と
言
わ
れ
る
と
答
え
に
窮
す

〓
■
●
●
●
●
●
一^き
〓
ド
″
事
を
〓
一夕
ヽ
≧
ま
考
ま
，
ま
た
ま
≧
彗
贅
¨，
一■
，
〓^

一^“
妥
鵞
ま
た
ま
≧
一ヽ
鷲
ヽ
一孝
ヽ
一́
一一彗
一ヽ́ヽ
´
ヽヽ

〓̈
〓
き
を
長
一ヽ
一き
房
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る
こ
と
も
あ
る
。
言
わ
ず
も
だ
が
、

敢
え
て
言
え
ば
、
馬
齢
を
重
ね
た

だ
け
の
六
十
歳
と
顛
難
を
く
ぐ
り

抜
け
た
六
十
歳
と
で
は
同
じ
年
長

者
で
も
年
長
者
と
し
て
の
プ
ラ
イ

オ
リ
テ
ィ
ー
が
異
な
る
。

こ
の
両
者
の
ち
が
い
は
、
現
役

時
代
の
社
会
的
評
価
を
そ
の
ま
ま

引
き
継
ぐ
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば

「年
寄
り
の
言

う
事
」
と
い
う
場
合
、
名
刺
の
肩

書
き
や
学
歴
の
フ
イ
ル
タ
ー
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。
年
寄
り
が
発
す

る
言
葉
だ
け
が
す
べ
て
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
聞
く
側
の
力
量
も
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
…
。

ま

っ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
リ
タ

イ
ア
に
む
け
て
、
ま
た
新
た
な
挑

戦
が
は
じ
ま
る
と
思
っ
た
方
が
良

い
か
も
知
れ
な
い
。
取
り
敢
え
ず

の
願
望
は
静
岡
べ
帰

つ
て
グ
ラ
ダ

ラ
や
り
た
い
。

に
は
上
杉
重
吉
関
東
同
窓
会
会
長
を
始
め
、

同
窓
．
知
人
等
数
多
く
集
ま
り
、
会
場
は

一

杯
で
、
熱
気
に
満
ち
て
い
た
。

今
回
は
ラ
イ
フ
ヮ
ー
ク
で
あ
る
お
水
取
シ

リ
ー
ズ
の

『大
松
明
上
堂
」
の
厳
か
な
画
、

髪
の
毛
の
様
な
細
い
線
を
も
描
く
緻
密
な
技

法
を
用
い
た
大
作
の
数
々
．
『「福
興
」
室
生

の
塔
」
に
代
表
さ
れ
る
．
ふ
る
さ
と
の
四
季
．

折
々
の
風
景
等
多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ

た
。彼
の
作
品
に
接
し
、
何
時
も
感
じ
る
の
は
、

見
る
人
を
描
か
れ
て
い
る
画
の
場
に
連
れ
て

行
き
、
あ
た
か
も
そ
の
場
に
い
る
よ
う
な
気

に
さ
せ
、
何
か
を
想
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

作
品
の

一
つ
に
浜
同
砂
丘
の

『昇
陽
』
が

あ
る
。
見
て
い
る
と
、
若
い
頃
大
洋
で
沐
わ

っ
た
船
上
生
活
が
自
然
と
思
い
出
さ
れ
て
来

た
。
朝
陽
は
そ
れ
か
ら
始
ま
る

一
日
の
活
力

を
．
夕
陽
の
輝
き
は
明
日
へ
の
希
望
を
抱
か

せ
て
く
れ
た
。

同
期
生
と
の
二
次
会
後
、
夜
の
銀
座
を
、

こ
れ
ま
で
何
度
も
歌
っ
た

「朝
日
、
夕
日
を

デ
ッ
キ
に
あ
び
て
、
続
く
海
原

一
筋
道
を
水

産
健
児
が
心
に
秘
め
て
、
行
く
ぞ
万
里
の
波

乗
り
越
え
て
，
波
の
彼
方
の
南
水
洋
は
…
」

を
口
ず
さ
み
な
が
ら
帰
途
に
つ
い
た
。

心
豊
か
な
．
楽
し
い
一
時
で
あ
っ
た
。
今

後
も
、
周
社
師
の
言
う

「浜
同
の
昇
陽
の
よ

う
な
″
素
晴
ら
し
い
自
然
の
恵
み

″
」
を
満

い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
つ
て
や
ま
な
い
。

（Ｚ
期
　
花
本
栄
二
）

浦田周社師 (74期)東京・銀座で六回目の個展

浦
口
周
社

（う
ら
た
か
ね
た
か
）
さ
ん
は
、
浮
世
絵
全
盛
期
、

松
平
定
信
刊
の

『集
古
十
種
』
の
摺
師
と
し
て
、
ま
た
、
全
国
の

版
画
家
か
ら
親
し
ま
れ
た
、
高
名
な
駿
府
の

『版
限

（は
ん
く
ま
）』

さ
ん
の
六
代
日
で
あ
る
。
そ
の
伝
統
版
画
の
紋
密
な
技
法
を
応
用

し
た
現
代
創
作
本
版
画
の
創
造
に
余
念
が
な
い
。
絵
、
彫
り
、
招

り
と
全
で
を

一
人
で
手
掛
け
、
日
展
入
選
や
外
国
か
ら
の
招
待
等

国
内
外
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
周
社
師
が
、
こ
の
度
、
東
京
銀
座
松
坂
屋
に
お
い
て
、
「華

麗
な
技
と
奥
義
」
と
題
し
、
第
六
回
木
版
画
展
を
開
催
。
大
好
評

裏
に
終
始
し
た
が
、
特
に
、
初
日

（四
月

一
九
日
）
の
開
催
祝
宴

1

ヽ_

t

昨秋より訂中・静高関東同窓会のホームページ

を円設致しました。

内容は「お知らせ」「会報 トビックス」「各期幹

事」「リンク集」隊 集」の 5つのベージによる情

成です。「お知らせ」では.関東同窓会の簡単な沿
革や行事の報告や今後の日程を、「会報トビックス」
では関東同窓会会報の記事見出しを、「各期幹事」
では役員及び各期幹事の名簿を.「リンク集」では

静岡関係のHPの紹介を.そ して 厭 集」では校歌
をはじめ応援歌逍逸歌を、それぞれ掲載していま

す。

「各期幹事」ページは.関東に転勤して来られた方
などで御自分の期の幹事がわからないという場合

などに便利だと思います。また御自分の期の幹事

名が掲載されていないようでしたらHP内からE―
nlalか同窓会事務局への電話で御連絡ください。

ささやかなページですが. IT時代の同窓会メ
デイアとして歩んで行きたいと思っております。

会員の皆様の御意見・御感想をお待ちしています。

IPア ドレスは

h":″elub.p"∝」p′ sヽ●lteムmt。ムmD― bp.hinl

(なおアドレスは、すべて英文モードで.「―」は

「Shi」 を押しながら「へ」.「―」はテンキー (数

字を打つところ)にある「―」キーです。)
(87期 石チ|1 嘉和)

静中・静高関東同窓会

*HP便 り*

ノ 、

本版画「駿府の菫」●0× 153)
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静

岡

だ

よ

り

①
新
し
い
応
援
歌

け
校

・
静
高
の
創
立
百
二
十
五

周
年
を
迎
え
て
、
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
新
し
い
応
授
歌
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
声
が
応
援
指
導
部
の
Ｏ
Ｂ

な
ど
か
ら
出
て
い
ま
す
。
い
ま
応

援
指
導
部
は
部
員
が
三
年
生
三

人
、　
一
年
生

一
人
と
減
少
し
、
関

係
者
の
間
に
は
危
機
感
も
手
伝
っ

て
、
新
応
援
歌
の
実
現
に
エ
ー
ル

を
送
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。
同
窓

会
で
も
検
討
委
員
会
を
つ
く
り
和

談
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

二
年
後
に
迫
っ
た
創
立
百
二
十

五
周
年
は
平
成
十
二
年
十

一
月
十

五
日
の
式
血
↑

祝
賀
会
を
中
心
に

歴
史
資
料
館
の
建
設
、
記
念
誌
の

発
行
な
ど
が
計
画
さ
れ
、
準
備
に

入
っ
て
い
ま
す
。
新
応
援
歌
は
こ

う
し
た
盛
り
上
が
り
に
合
わ
せ
．

２１
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
．
し
か
も
、

静
高
の
伝
統
と
校
風
を
堂
々
と
歌

い
上
げ
る
″
名
曲

″
を
目
指
そ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

応
援
指
導
部
Ｏ
Ｂ
の
安
池
泉
之

さ
ん

（％
期
）
の
話
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
い
わ
ゆ
る

「
静
高
の
歌
」

と
し
て
は
大
正
五
年
制
定
の
校
歌

は
別
格
と
し
て
応
援
歌
第

一
、
二
、

三
は
戦
前
の
作
歌
で
あ
り
、
逍
進

歌
．
希
望
の
歌
な
ど
は
終
戦
問
も

な
い
こ
ろ
つ
く
ら
れ
、
歌
詞
に
は

漢
文
調
が
多
く
み
ら
れ
る
。
創
立

百
周
年
に
は

「岳
南
健
児
意
気
高

し
」
が
制
作
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

昭
和
二
十
四
年
、
初
め
て
十

一
人

が
入
学
し
た
女
子
生
徒
が
い
ま
で

は
全
校
生
の
四
割
を
占
め
て
い
る

―
と
い
い
ま
す
。
百
二
十
五
周
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
．
社
会
情
勢

の
変
化
も
加
味
し
女
性
に
も
な
じ

み
や
す
く
、
甲
子
国
な
ど
で
も
若

者
に
共
感
を
呼
び
．
在
校
生

・
卒

業
生
が

一
体
と
な
つ
て
口
ず
さ
む

よ
う
な
親
し
み
や
す
い
応
援
歌
を

期
待
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

作
詞

・
作
曲
は
著
名
な
専
円
家

に
依
頼
す
る
の
か
、
広
く

一
般
か

ら
募
集
す
る
の
か
具
体
化
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
同
窓
会
の
桜
井

一
男

会
長

（“
期
）
も

「予
算
と
の
か

ら
み
も
出
て
く
る
の
で
、
委
員
会

を
作
っ
て
検
討
し
た
い
」
と
の
お

考
え
の
よ
う
で
す
。

●
野
球
部
の
活
躍

静
岡
県
下
の
高
校
野
球
は
、
夏

の
大
会
の
シ
ー
ド
技
を
決
め
る
春

の
大
会
が
五
月
上
旬
に
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
こ
佼

・
静
高
は
打
線
の

爆
発
で
八
年
ぶ
り
に
優
勝
。
第
四

卜
人
回
春
季
東
海
大
会
に
出
場
、

成
績
は
下
記
の
通
り
。
静
高
野
球

部
の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｏ
今
春
、
野
求
部
に
は
＋
二
人
が

人
部
。
う
ち
半
数
の
六
人
は
身
長

百
八
＋
，
以
上
の
大
物
。
百
八
十

一■

八
十
■
の
巨
漢
も
い
ま
す
．

し
か
も
中
学
時
代
の
投
手
経
験
者

が
七
人
も
。
好
素
材
が
そ
ろ
い
頼

も
し
い
限
り
で
す
。
四
月
二
十

一

日
に
は
野
求
部
後
援
会

（田
宮
俊

作
会
長
＝
６９
期
）
か
ら
新
調
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
贈
ら
れ
、
ま
情
を

引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

Ｏ
今
春
か
ら
野
球
部
の
コ
ー
チ
に

二
人
の
先
生
が
就
任
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
新
任
で
投
手
コ
ー
チ
の

佐
藤
光
先
生

（社
会
）
、
打
撃
コ

ー
チ
の
池
田
新
之
介
先
生

（体

育

・
定
時
制
）
で
す
。
佐
藤
先
生

は
浜
松
北
高
―
慶
応
大
へ
進
み
、

大
学
で
は
投
手
と
し
て
野
球
部
に

属
し
四
年
時
で
は
投
手

コ
ー
チ

に
。
池
田
先
生
は
静
高
１１２
期
で
、

中
京
大
を
経
て
母
校
の
教
員
に
．

静
高
野
球
部
で
は
外
野
手
と
し
て

活
躍
．
三
年
時
に
主
将
を
勤
め
ま

し
た
。
さ
っ
そ
く
鈴
木
祥
充
監
督

を
補
佐
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
静
高
Ｏ
Ｂ
の
石
山
建

一
さ
ん

（
″
期
）
が
四
月
二
＋

一
日
か
ら

四
日
間
、
特
別
コ
ー
チ
と
し
て
後

輩
を
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
石

山
さ
ん
と

い
え
ば
昭
和

三
十
二
年
夏
の
第
四
十

二
回
全
国
大
会

に
出

場
、
遊
撃
手

二
二
番
打

者
と
し
て
準
優
勝
に
貢

献
。
そ
の
後
、
早
大
―

早
大
監
督
、
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
の
監
督
と
し
て

実
績
を
残
し
、
い
ま
や

社
会
人
野
球
界
の
重
鎮

で
す
。
石
山
さ
ん
は
昨

年
十
二
月
に
続
い
て
の

来
静
で
し
た
が
、
関
係

者
は
今
後
も
時
を
見

て
、
是
非
お
願
い
し
た

い
と
期
待

し

て
い
ま

す
。（６８
期
　
石
垣
祐
市
）
―
―

明治・大正 .昭和
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平
成
１２
年
度
会
費
拠
出
者

三
枝
正
裕

６^
）
、
桜
井
昌
也
、

志
口
寿

一
、
橋
本
久
仁
寿
、
宗

像
　
醇
（６
）、
望
月
　
自即

⑭

安
東
哲
夫
、
居
初
良
雄
、
大

畑
忠
夫
（６
）、
大
蔵
直
久
、
佐

野
圭
司
．
柴
崎
芳
三
、
高
井

』駅

渡
辺
治
郎
（２
）

め
，　
相
川
富
士
雄
、
青
木
道
生

（硼
）、
小
沢
忠
樹
、
中
野
治
良
．

日
比
光
明
（６
）
、
堀
江
重
遺
．

松
井
保
治
、
山
下
武
男
、
鷲
巣

英
策

ｍ^
）
青
木
真
文
．
石
塚
由
雄
（６
ヽ

，
東
卓
爾
、
奥
野
　
進
、
清
水

逸
郎
（６
）、
鈴
木
源

一
、
萩
原

達
雄
（６
）
、
松
口
光
彦
（２
）
、

山
口
　
弘

０
・　
岩
井
平

一
郎
、
影
島
利
邦

（
６
）
、
久
保
口
誠
三
、
酒
井

博
、
坂
口
秀
雄
、
島
根
光
明
、

杉
山
正
友
（６
）
、
富
田
　
澄
、

山
中
孝
二
、
月
見
里
礼
次
郎

（６
ヽ

米
澤
正
次
（５
）

一ｍ
・　
天
野
国
明
、伊
一践
健
三
（６
ヽ

鈴
木
榮
三
、
須
山
静
夫
（６
ヽ

服
部
健

一
、
向
井
　
晃
、
望
月

恵

一
（１
）

⑩

青
山
　
勇
、
伊
藤
光
雄
、
内

日
武
男
．
内
口
武
一
三

大
塚

恒
、
大
村
和
夫
、
小
澤
武
彦
．

小
澤
将
男
．
小
花
敏
郎
、
加
納

久
夫
、
分
野
和
男
、
川
回
　
昭
、

近
藤
陽
三
、
一清
水
　
江
、
勝
呂

清
（６
）
、
回
沢
義
彦
．
寺
尾
宏

一
郎
、
富
永
利
夫
、
長
谷
川
邦

三
、
原
　
一ｉ

福
地
　
彊
、
山

渕
景
敏
、
増
田
真

一

⑩
・　
有
田
克
己
．
石
関
忠
４
．
井

田
　
淳
、
井
出
裕
雄
．
上
杉
重

吉
（６
）、
大
石
隆

一
、
君
島
康

弘
（６
）、
黒
田
武
之
助
（６
）、
小

林
金
次
（６
）、
酒
井
美
高
、
里

見
元

一
郎
、
新
間
昌
距
．
鈴
木

正
巳
、
鈴
木
光
男
、
谷
　
龍
治
、

堤
　
崇
、
時
日
正
康
、
内
藤
敏

夫
、
萩
原
荘
太
郎
．
原
　
善
三

郎
、
原
田
龍
二
、
逸
見
昭
三
（６
ヽ

益
日
清
聞
、
山
崎
鏡
次
（２
●

山
路
敬
三
（２
）
、
山
本
正
三
、

山
本
雅
之
助
（０
）、
渡
辺
　
博

一一ｍ
・
〓同
本
部
彦
（４
）、
相
羽
達
雄

（２
）、
大
石
次
男
、
片
桐
　
篤
、

君
島
敏
男
、
清
水
洒
郎
、
清
水

澄
夫
、
清
水
照
彦
（６
ヽ

高
村

岳
史
（６
）、
高
山
秀
男
（６
ヽ

坪

日
昭
三
、
土
井
正
日
、
徳
永
重

逮
（２
）、
西
日
駿
之
介
、
萩
原

将
弘
、
濱
田
茂
明
、
花
見
　
久

６^
）、
人
木
貞
二
、
山
崎
和
夫

⑫
Ｏ
・　
川
手
生
巳
也
（５
）、
二
枝

弘
之
、
杉
浦
文
雄
、
高
田
桂
造
、

吉
川
隆
士
（６
）

０
一（∞
・　
浅
井
幹
一夫
．井
戸
良
輔
（６
）、

岩
本
吉
雄
―
神
谷
武
男
、
狩
野

達
彦
、
Ｆ
藤
弘
千
一６
ヽ

■
野

旭
（６
ヽ

猿
谷
秀
雄
、
塚
本
光

彦
、
仲
野
　
一員
６
●

長
島

健
．
永
日
進

〓

名
波
倉
四
郎

（１０
ヽ

野
澤
工
意
、
蛭
川
＝
之
、

増
Ш
政
雄
、
益
東
尚
文
．
望
月

辰
逸
（６
）、
山
本
和
彦
ヽ
渡
辺

宏

一

一̈
一　
石
川
制
二
、
石
川
隆
亮
、
内

口
幸
雄
、
大
塚
修
弘
、
大
坪
信

之
．
大
村
敏
夫
、
川
合
　
勉
．

加
一騰
　
昭
．
加
藤
博
司
、
菊
田

聰
裕
、
久
保
泰
夫
．
小
嶋
清
司
、

小
杉
■
宏
、
小
林
工
郎
（２
ヽ

小
林
成
敏
．
佐
藤
仁
彦
（２
ヽ

瀬
尾
　
一量

関
本
和
男
、
曽
根

錦
吾
、
田
中
俊
男
（６
）、
長
倉

良
平
．
中
島
陸
生
．
中
村
伸
吾
、

西
Щ
尚
史
（０
ヽ

浜
田
裕
志
、

藤
原
朝
則
、
藤
原
隆
一
ス

増
■

和
夫
、
三
原
　
載
（６
●

武
鵬

勇
．
■
越
立
一́
、
村
松
武
司
（６
一

茂
木
為
男
、
森
山
秀
夫
．
安
池

打
策
．
山
下
裕

一
（６
）、
山
梨

裕
司
、
吉
野
哲
郎

０
　
朝
倉
　
勇
、
朝
比
奈
正
三
、

岩
崎
為
明
．
遺
産

一
彦
、
大
森

恵
＋
、
同
村
■
二
郎
．
小
沢
咬

一
■

梶
原
山
〓
ヽ

加
鵬
友
行
、

川
上
剛
一
、

河
□
正
義
、
黒
田

秀
ｉ
ヽ

小
坂
　
博
．
児
鳥
美
男
、

小
杉
証

一
、
小
杉
　
弘
．
塩
澤

満
（
Ｂ
）
、
鈴
木
敏
行
、
瀧
川

博
．
手
塚
重
明
、
長
倉
孝
三
、

牧
日
仁
男
、
増
日
安
国
、
松
同

健
、
九
山
英
久
、
矢
部
　
隆
．

山
岡

進
、
山
川
静
夫

一^ｍ
）
秋
山
和
也
（５
）、
雨
宮
明
生

（
４
）
、
荒
谷
じ
つ
子
、
市
原

卓
、
岩
瀬
順
郊
、
植
田
勇
夫
．

宇
田
貞
子
．
大
場
正
己
．
河
ロ

浩

６^
）、
北
村
公

一
（６
）、
小
林

功
典
、
酒
井
定
子
．
佐
藤
忠
行
．

佐
怒
賀
洋
平
、
杉
山
忠
男
、
鈴

木
敏
彦
、
瀬
堂
川
徹
、
高
橋
俊

見
、
塚
本
浩
司
、
仁
科
　
将
、

針
谷
　
賃
、
林
　
明
宏
．
星
野

敏
郎
、
松
下
司
郎
、
積
山
富
士

夫
．
吉
崎
英
輸
、
渡
辺
郁
馬

一^ｍ
一一・
加
藤
喬
志
、
神
谷
貞
子
、
狩

野
昌
夫
．
小
ホ
泰
三
、
日
中
輝

雄
．
原
田
淑
子
、
堀
場
千
賀
重
、

松
島
玲
子
、
望
月
道
生
、
吉
田

政
幸

⑩

有
口
　
久
、
石
山
　
博
（６
）、

遠
藤
和
夫
、
大
高
源
之
丞

６^
ヽ

加
治
信
三
郎
（５
）、
片
山
智
司
、

北
村
　
孝
、
久
沢
正
雄
（６
）
、

坂
本
　
康
、
佐
々
本
政
之
、
清

水
令

・
郎
（６
）
、
自
石
通
子
、

鈴
木
明
次
（６
）、
清
　
智
、
関

哲
男
．
日
中
宏
志
、
中
馬
敏
雄

（１０
ヽ

中
村
龍
二
（６
ヽ

一松
浦
洋̈

一
部
（２
ヽ

松
永
　
茂
、
宮
代

平
成
ツ
年
４
月
１
曰
～
０
年
３
月
卸
日

（順
不
同
、
敬
啓
略
．
寄
付
金
を
合

む
．
年
会
費
三
十
円
拠
出
の
方
は
、

数
字
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

⑫

一員
け
迭
郎
（５０
）

一０
・
倉
澤
栄
〓
只
５
ヽ

長
戸
寛
美
、

西
沢
純
三
（６
）

０
・　
自
井
　
茂
（８
）、
高
橋
真

一

（６
）

の
一　
蝦
原

一
郎
、
日
附
敏
三

〇

丸
杉
孝
之
助

０
　
日
中
達
夫

０
一
青
木
　
香
．
岩
崎
鑑

一
（４
ヽ

黒
水
高
上
０

近
藤
希
賢
、
原
崎

進

一
（６
）

０
一　
嶋
　
三
四
郎
、
杉
本
久
敬
．

長
丼
　
廣

⑩
　
日
中
　
誠
、
丸
尾
文
治

０
・　
佐
伯
正
剛
、
回
中
賢

〓

寺

尾
利
男
（
６
）
、
永
丼
五

一
郎

（
５
）
、
原
崎
郁
平
（６
）
、
林

盛
次
、
渡
辺
　
功
（６
）

⑫
・　
綾
部
立

一
（６
ヽ

市
川
雄
八

郎
．
大
草
如
久
．
川
島
喜
八
郎
、

日
中
貞
司
（６
ヽ

直
原
澄
街
、

新
美
　
弘
、
西
日
豊
馬
（４
ヽ

茂
呂
茂
樹

０

大
石
　
厳
（１６
ヽ
小
野

一
夫
、

片
桐
鎮
夫
（５
）
、
木
富
高
彦
、

´

‘

ヽ

．

に



第51写幸長△
蚕(15)

省

〓

宮
本
達
司
、
柳
澤
伯
夫
、

渡
辺
勝
美

０
　
青
木
庄
二
郎
．
安
藤
龍
男
、

伊
藤
　
勝
、
岩
崎
謙

一
郎
、
梅

原
孝
允
、
奥
村
鋭

一
郎
、
片
山

嘉
博
（６
ヽ

加
藤
祐
史
、
川
上

貫
三
、
小
池
啓
治
、
後
藤
弘
枝
、

酒
井
　
力
、
佐
藤
利
治
（５
）
、

実
石
欣
哉
（６
）
、
徳
回
武
司

（２
ｘ

富
野

寿
（６
ヽ

長
倉
員

一
（６
）、
西
野
　
章
、
本
間
啓

司
、
村
松
綾
啓
、
望
月
祐
言

（Ю
）、
山
崎
恭
弘
、
山
口
卓
夫

（６
）、
矢
部
正
和

一∽
一
石
川
正
明
、
今
泉
　
烈
（４
】

加
来
義
信
．
陰
山
勇

〓

木
村

順
策
、
清
水
雅
彦
、
杉
本
静
司
．

高
木
哲
夫
、
夏
目
雅
之
．
野
崎

誠
介
、
深
田
　
均
、
松
本
茂
夫
、

山
口
公
子

の
　
青
木
後

一
郎
、
赤
本
政
夫
、

有
光

一
郎
、
安
藤
穎
男
、
飯
田

征
四
郎
．
飯
塚
迪
子
、
池
ヶ
谷

章
．
石
川
征
四
郎
、
石
川
八
洲

夫
、
石
川
博
己
．
石
割
浩
司
．

大
石
尭
史
．
小
川
忠
夫
、
大
村

康
平
、
大
村
　
博
、
加
藤
　
育
．

君
島
武
男
．
桑
原
敏
久
．
小
柳

忠
義
、
近
藤
　
守
、
後
藤
孝
子
、

斎
藤
幸
男
、
■
々
木
勝
彦
、
榊

原
由
之
、
三
技
道
康
、
塩
津

浩
（６
）、
鈴
木
良
明
、
鈴
木
智

ヽ

彦
（
６
●

鈴
木
　
斉
．
鈴
木

豊
、
杉
山
正
三
、
杉
山
親
司
、

杉
山
　
光
．
杉
山
洋
司
、
田
中

重
穂
．
富
田
彬
道
、
中
川
明
久
、

仲
川
信
正
、
中
野
敦
夫
ヽ
中
西

英

一
、
西
本
昇
平
．
原
崎
幹
雄
、

服
部
信
司
、
羽
山
　
武
、
深
沢

靖
男
（６
）、
前
田
　
修
、
松
永

文
夫
、
松
永
　
烈
．
牧
野
昭
雄
．

三
浦
英
夫
、
宗
像
純
司
、
望
月

公
美
、
望
月
　
智
、
山
■
博
司
、

山
本
昌
秀
（６
）
、
山
本

一
雄
、

山
崎
智
弘
、
山
下
茂
支
、
山
梨

白
記
、
鷲
巣
丞
一男
、
渡
辺
雅
俊

（６
）

の
・
丼
手
宏
嗣
（６
ヽ

丼
出
鎮
生
、

■
鍋
正
良
、
自
日
米
三
、
角
谷

治
子
．
木
村
　
敦
（２
）、
熊
谷

敦
子
．
桑
原
英
明
、
桑
原
伊
玖

子
、
見
城
尚
士Ｒ

佐
藤
薫
郷
．

佐
藤
鐘
司
．
佐
野
掟
造
、
田
形

嘉
之
（２
ヽ

塚
本
　
豊
、
萩
原

茂
春
、
花
本
栄
二
（２
）、
藤
原

経
史
（１５
）
、
細
川
紀
子
、
松
下

晴

〓

望
月
　
保
、
森
下
Ｒ
男
、

吉
浮
　
洋

０

今
回
　
肇
、
川
瀬
光
彦
．
小

林
鐘

一
、
佐
藤
修
二
、
篠
原

興
（６
）、
鈴
木
正
孝
、
望
月
利

人
の
一
安
束
仲
彦
、
伊
藤
哲
治
、
坂

内
三
容
、
富
田
駿
介
．
望
月
紘

一

０
・　
栗
野
吉
洲
、
石
山
健

一
、
伊

藤
達
雄
、
岩
崎
敏
宏
．
大
岩

蓮
（４
ヽ

大
村
信
子
．
日
本
天

晴
．
加
藤
雅
久
、
神
戸
紘

一
、

栗
田
収
司
．
小
池
澪
夫
、
後
藤

嘉
代
．
柴
田
哲
男
（６
ヽ

清
水

雅
尚
、
，官
　
弘
・彦
、
昔口谷
信
之
．

野
方
重
人
（７
）
、
松
井
義
之
．

三
浦
・昭
移
″（Ю
）、
二
浦
位
通
（６
ヽ

柳
川
信
子

一∞
一
天
草
静
子
（６
ヽ

■
■
風

誠

（６
）、　
′―、場
澪
一安
ｍ
″（５
）、　
一■
一オ
博

之
（９
ヽ

石
川
暢
子
．
石
塚
寿

子
、
今
ヽ
史
子
（６
ヽ

奥
山
和

子
、
大
丼
武
手
、
垣
生
尚
敬
、

河
辺
正
宏
．
小
長
丼
孝
、
小
林

俊
（５
ヽ

白
木
桃
子

（２
ヽ

鈴

木
藤
男
（６
）、
日
中
　
奉
、
友

安
　
昭
、
細
野
　
茂

（６
ヽ

牧

浦
義
孝
（１０
）、
宮
地
　
幸
、
村

松
洋
子
．
山
上
晴
重
．
松
下
圭

佑
の
・　
今
丼
元
次
郎
、
上
田
尚
亮

（６
）、
大
石
恵
則
、
須
川
恒
次
、

菅
野
佳
男
、
土
屋
マ
ユ

、ヽ

野

崎
喜
吉
（６
）、
望
月
征
一
ス
安

江
紅
和

⑩
・
秋
山
幹
男
（９
）、
入
谷
健
彦
、

榎
本
　
進
、
角
谷
勝
彦
．
増
ロ

一女
久
、
吉
日
伸

一
郎
（５
）

①
　
稲
村
直
彦
、
高
山
貞
和
、
平

し

口
靖
則
、
福
世

一
巳
（２
）、
本

多
英

一

⑫

宮
城
島
仁

⑬
　
大
石
高
志

⑭
　
赤
阪
雄

一
郎
、
生
駒
光
博

（６
）、
小
沢
治
夫

６^
）
、
越
部

薫
、
塩
谷
　
工半

司
馬
　
立
、

戸
塚
康
男
．
山
口
孝
夫
、
水
越

伸
昭

一ｍ
）
池
田
幸
司
、
遠
藤
岳
陽
、
永

口
　
悟
、
牧
野
英
敏

⑮

矢
部

徹
（６
）

⑫

浅
羽
伸
人
．
安
倍
敏
陽
（９
）、

新
丼
宣
夫
、
石
川
嘉
和
、
後
藤

正
秀
（１８
）、
塩
川
治
郎
、
高
橋

ス

平
●
正
史

⑩

池
田
店
佐
人
、
伊
藤
靖
郎
（６
〉、

鳥
巣
　
修
、
新
村
暢
宏

（６
●

山
崎
責
電
子
（５
）

⑩

荒
丼
千
明
、
川
島
雅
行

（６
ヽ

栞
山
仲

一
（６
）、
多
々
良
幸
尋
、

本
多
豊
大
、
森
回
悦
三
．
米
澤

宣
一●

０

天
川
由
美

⑫
　
山
野
直
文

⑭
　
石
崎
秀
和
、
松
野
敦
一■
５
）、

矢
部
龍
太
郎

①

石
丼
克
昌
、
永
江
総
宜
（６
）

⑩
　
二
十
嵐
寧

⑩

白
井
正
博

⑫

佐
藤
友
男
（６
ヽ

鈴
本
興
章
、

日
村
普
一
（５
ヽ

土
　
弘

⑪

大
工
原
孝
則
、
流

微
哉

⑬

吉
口
幸
弘

〈
ｐ計
　
五
六
五
名
¨

二
、
二
〇
八
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
、

本
年
も
、
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
′

◎
ご
ら
ん
の
よ
う
に
．
期
に
よ
つ

て
年
会
費
拠
出
者
の
多
寡
の
差
が

は
げ
し
い
。
幹
事
諸
兄
の
お
力
添

え
を
期
待
′

「会
報
」
編
集
子
よ
り

○
毎
号
バ
ラ
エ
テ
イ
ー
に
富
ん
だ
原

稿
を
寄
せ
て
く
だ
き
る
方
々
に
．
心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

同
窓
会
員
の
絆
を
よ
り
強
く
と
の

願
い
を
こ
め
て
．
さ
ら
に
よ
り
充
実

し
た
紙
面
に
な
る
よ
う
．　
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
各
期
幹
事
請
兄
姉
の
お
世
話
で
同

期
会
を
開
催
し
、
そ
の
報
告
を
会
報

に
ど
じ
と
し
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。

Ｏ
原
稿
尊
重
を
建
て
前
と
し
て
お
り

ま
す
が
．
加
筆
や
訂
正
さ
せ
て
い
た

た
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

Ｏ
掟
■
の
写
真
に
つ
い
て
、
返
却
の

必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
言
さ
添
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

原
稿
依
頼
や
掲
載
広
告
に
つ
い

て
、
候
補
と
思
わ
れ
る
方
を
一，
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
（Ｕ
）
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鈴 与 株 式 会 社
取締役社長 鈴 木 通 弘 (76期 )

日本レーベル印刷 基荘
ヽ表取締役 岩 井 平 ― 郎 (57期 ,
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自動車・火災・傷害保険

大 高 保 険 事 務所
代 表 清 水 雅 尚 (77期 )

渋谷区東3-15-8
1・Fl.  3406-9::50

PHS 070-5103-8920

同窓会で人の論を′′

野方重人法律事務所

明治・人工・昭わ

静 岡風 景 木 版 画 展
会畑 2001年 6月 25日 (月 )ヽ フ月7日 (■ )

×口吐休み

mml:00-PM 7:00(土 曜6●まで,
会坊 サンマロー (RI線嗣4,駅束ロト阜.‖

'前
)

訓布市布日1-47-3 TEL∝ 2‐ 86‐4585

′ 昼 2時より夜11時 まで診療 ■・

タカラ歯科診療所
ワラ  ンナ  アキ  オ

イt去 藁 科 名 雄
`87期

,

束,,■  '|1日 黒 ド車 徒歩 5分
TEL 0120-376480

t

弁護士 野  方  重  人 (77期 )
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鳥巣修税理士事務所
札理士

晨 AjiTOf(89期
)

・・ - 0卍L警
il職柳即釜

調剤業局― 市都四に28店舗

株式会社 アイセイ薬局
睦 薬分業|よ I社へどうぞ」

代表取市役 同 村  :幸 彦 (9測 ,応,指導詢

東京都中央区日本格蛎殻崚 -14-5
TEL 03-5643-8225
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父龍彦の遺した水彩画のうち、昭和51年以前

の静同風景を.浦田儀―氏′‐奨めにより私な

りのタッチと色調で木版画に起こしてみまし

た。こ高覧賜れば幸甚に存じます。

(P.13「登呂の富士」参照)

小 川澄彦

静岡市西草深町2-17
TEL∩ 51-253-1351
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